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BF i) ee RB LY EF ILILIL Seas 
及び 天然 テル ル 硫 に 就 い て ② 
mass: YE Mt BK BB 
BA ti Si A OS 

ESA LEO の 面 に 直角 に 横断 し , WE CREF (CBR IC, BE 
岩 を 直接 被覆 する 部 分 は , 主として 石英 質 の 微粒 と , MA BO wh t & OR 
め , その うち 前 者 の 多き 部 分 と , 後者 の 多き 部 分 と は , HCMC 被覆 すれ 
ど , COMME OBST Al, ARBOMAIL 下面 的 に 非 ず UT, Poko ih 
DS SRK BL, LOZ OMAIMMIL, FREON ABC HST MS SK 
Ye BL, BIS PHAR 2 LUC AIRES る 傾向 著しく , Rogers 氏 の 調 は ゆめ 
る WEB Cmeta-colloidal structure) PBF, HOZOMF 8 ARK 
0.01 mm 以下 に し て , BHO eo BC Ae UL CBE KO BEM UT O 
LHL GS» PHS ¢, その 成 生 の 温度 の 低 か り し こと を 示す も の と 見 
Bele 


1) < OBA EMH 51, 本 岩 は 一 種 の 中 石 Chorse〉) た し て , その 外側 の 眞 の 
ELBIKFEF 9 
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ARE POMS b Olt, EL UHHH E OM, AMRADICREHOAD 
薄 居 を 形成 すれ ども , か ・ ゝ る 部 分 も 題 微 鏡 下 に 観察 すれ ば , 常に 石英 粒 を 混 
AT 多少 不 規則 に 断 績 する こと , 第 四 園 左 部 の 如く , CORN, ARIS 
et 
ST, WHOA L OURS Bo 

YEO Bie 72 BS} Ord, AMA le te SBR REBUNE UT, RAEO HM 
粒 を 散在 する に 過ぎ ざれ どる も, RAY i) CHRO HE BL, その 大 
部 分 は 前 同様 の 石英 質 の 微粒 と , WOME & OME & それ ら は 前 
の 場合 の 如く , GRE TI OI, その 一 部 分 は 規則 正しき 針 基 或 は 細 
HEMORA 2K UT, BiaLO SAF LACS SG BES L, 時 に は 一 定 の 角 
KAT, 第 四 賠 下部 に 見 らち る ゝ が 如く , 規 則 正 し き 枝 を 分 ち , 明か に 一 種 
OUR L LC, WOW AE LIS RR EO, © OUR EEO rpaE 
iISEADG BOM BUN Eb, その 大 部 分 は 主 と し て 石英 の 集合 よ 
QI, Lars HEE LC (SHAMS B ER eC, DN AIS % ope 
HAC £8, MARMARA RA t OLE LLC, AREOMS SE 
ぬき , MRK SBSH O, PII HIOM<, HL LUCHA E Om 
9, Bi CHAM ZS B MR 2 LC, 石英 質 の 部 分 を 費 ぬ く 場 合 も あり 。 D»S 


場合 に その 横断 面 と 見 ら る ゝ も の は , ELKABeST. 


この 種 の 優 像 的 柱 基 豚 の 間隙 も , 石英 及び 磯 石 質 の 集合 より 成 れ ど も , Z 
ORL. KOTEMLD 0, RABOS HMOMBIC TH, これ また 
BITLOVPURL & , WHE LER & Oia THR Te OES & OME, ABI 
ABIES BILGEO, 多少 粗 粒 の 石英 を 主 と し , OMA KPUBROWE 
石 質 集 合 を 以 て 充 た さる る に 至り (第 四 園 右 下 部 参照 )) か く て 区 第 に 石英 
DARE LT APMC BIE L, その 外側 を 更に 硫化 鐵 確 を 主 と す る 集合 
に 被覆 せら 5 る 。 
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この 石英 を 主 と す る 部 分 は , 概ね 比較 的 粗 粒 な れ ど も , その 境界 は 通常 不 
規則 に し て , 直 変 = コル 下 に AAENKTS PRIA KC flam boyant ) HB ARG, BE 
熱 水 式 特徴 を あ 示 し, そ の 外側 の 硫化 鐵 礎 と の 境界 も る, WEIS EMU BEGIRIC LU 
て , 自 形 の 石英 が 硫化 距 確 に 被覆 せら る ゝ 例 を 見 ず , AC BRE & te KLEE 
MO Se @7e FLL, その 表面 の み 往 々 結晶 質 輸 廊 を 示す 。 


x 
Pe 


BICC ko AAS 


Cx 25) 
A WEIR 4 HUH RO EAE 
BORER MR & Wey Pa 
t 天然 テル ル 確 の 微粒 


RHRAR WES 
次 に 本 確 の 研 魔 面 を , 反射 題 微 鏡 下 に 観 祭 する に , AIRED (CU IR Et De AK 
乃至 塊 欺 の 部 分 に 存する 磯 石 の 殆 ん ど 全 部 は , 白色 に し て よさ く 研 か れ , 一 見 
[BU UME Eb, TOU SOT, KOH 7 ls WITS Lo 


CL) 白色 脈 其 を 成す も ゃ の (2) 4 RIE KT 4 O 
3) 百 色 細 夷 上 駄 を 成す も ゃ の (4) ANBAR IRS % @ 


CG) AGERE KT % M 
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次 に これ ら を 観察 すべ し 。 

ABMIIROMASylvanite) MIKE ihe, AMC AO 
Bas, MAZt 直角 に 走り , 前 の 場合 は その 一 部 分 麻理 を 横切る 場合 多 
UBS BABS) ESHA 0.5 mm 以下 に し て , 容易 に 分 離し 難 き も, Z 
を 熱し て 融け 出し た る も の は , KRM RICH UT BF vv r1LE OI 
Ree ars 2b AO An L 


Ff IRAKD sylvanite & Fy BEAR 


の テル ルル 登 (x16) 


x DEBS ILD S LINENS CHARS 2 IC, MAIC IRA AE BA 
AMREOMS & & OMO, —ROMOWM & OMAMdNRES, cROMM 


ws 


ea 
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は 屋 々 交互 に 結 を 成 し て , 規則 正しき 双 品 を 成 し , す べ て 同種 の 磯 物 よ め り 成 
b, KY LORMAN LOT, 色 を 異 に する に 過ぎ ざる を 示す 。 

この 相違 は , 直 変 = コル の 下 に 於 て は 一 居 烈 し く , 部 分 に よ つ て 淡 次 乃至 
NEA CODEILIR Mette BO a EB, stage DHMH e IEC L, 如何なる 
位置 に て も 完全 に 清光 せ ず 。 こ の 方 法 に て 結晶 粒子 の 境界 並 に そ を の 内 部 の 
WAAL OIE AREY 6 (第 六 岡 参照 )) これ に よれ ば , その 一 部 分 は 


Sylvanite の #5 WR AC Ah 
CHP < CIBER Cx 50) 


0.03 mm 程度 の 不 規 則 細 和 粒 の 集合 よ め 成 ね れ ども, その 一 i US ay Vk WIR OD WE fe Ty 

Fy POT, 1~3 mm AMORA £ OMO, その 外形 は 不 規則 な れ ど る も, 部 
分 に よ つ て は た ヾ 方 に 極め て 完全 な る BAT. HLT, HKG O 
誤る も の は , この 労 開 に 下 行 な れ ど も , これ に 交 は る 他 の 一 組 の 双 唱 構造 を 
も 認め 得 べ し 。 
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BUS KART, ATOM Me ARS tuk, elk (= AWC ay 9 
CHOIR ES S CFEC, CORMAN 7) Bes HE, Plo eT BCE 
その 方 向 に よ ょ つて 激しく 程度 を 異 に する た め , 粒子 の 境界 及び 双 卓 の 各部 
は , FD CHP S So ZEUS RREOK, MO US MBS 
UX, HAWES 2 SS eae SUB s, ROR Rm bt 少な ぐし , 次 礼 色 を 多少 
濃く する に 過ぎ ざれ ども , COME MA —MORMP LIEK, Zt KAS 
に , 腐 触 前 に は 全く 見 ざめ LAEKO RM eS (第 七 園 参 照 。。 こ の 構 

第 七 


Sylvanite RES TH > Bhi Cx 405 
造 は Borchert 氏 が Nagyag 産 sylvanite OA emWIC Aa 28 2 BABETTE 
観察 せる 所 と 一 致し , Wad FEE DAIS, COMM KE < GSES BRITT 
下行 な る も の を 代表 し , 之 に 直角 な る も る の は , 旗 面 に 下行 な る も の を 代表 す 
LARYG Bo 


ZI KUTHD b LS BREMO, BS RSS O し 部 分 は , 最も 烈 


LU ¢ RRS 6 tv CHRO, 何等 正規 の 構造 や 示さ ず , また 前 雨 者 の 中 間 
の 色 を 有 せ る 部 分 は , MORE & PHIL, Ps BEN OME Z 


1) Borchert, H., Neues Jahrb. f. Min. etc. BB, 61 A, Pl. VI.. 1931. 


NP 
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の 面 に 生 ず 。 こ れ ま た 最近 Borchert FEDS, sylvanite の 地 右 軸 に 直角 な る 研 
ETAT LIPASE A APABIK KS 僕 像 と 一 致す 。 従 つ て , RAND 程度 最も 烈 

SARA CORK, 以上 二 つ の 方 向 を 除け る もの, BRS ¢ ET hc 
直角 な る 断面 を 代表 する も の と BUNS, COW LBRO FER We 


STH t D AAC HARA eT BS Sit, sylvanite に 極め て 多き (801) 
e in の ABS GT と BODEN We 
= 八 園 


AIRE U BIRD calaverite & REIKO mies cimen 
FAIPRICAR SB CHEARCICH), BEACIRCRCCLs ), ARG IM CKCN), Tf EDI 
(KOH 2 VAT HEART IE, HAA EME OBE 6, ¢, ZMH 2 E 104 
に し て , LESH CAR A, WPI CR TS IS 
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, Cave te Davy,’ Farnham & 寺 の 記載 せる sylvanite の 性 綿 と よく 一 致す ず 。 

これ ら 種 々 る 特徴 は , ZRAMO 吹 護 分析 並 に 種々 の ABBE SF HE 
に より て 推 室 し た る 所 と よく 一 致し , テル ル 化 金銀 磯 の 一 種 sylvanite と 推 
定 せ し むる に 充分 な る べし 。 


AEB BEEKOUA Cnative tellurium) (第 八 岡 上 部 , 及び 第 九 園 
BN), WRIAKA WM DS WEA HBC he & 多量 に 存在 する に は , BMRA EBB 
第 Sib 


PEAKS BAS BSP, MIBK KU CES SERA OME UT, WE 
CASEI L, RAF wv rH (native tellurium) と 推定 せら れ た る 部 分 な め 。 
7G & SEM LARC UT CREE), 一 見 前 記 の os unite & [im 


D Pe W. M, Farnham, C M., Micr. Examin. Ore Min. 1920; Farmhany 
C. M., Determ, opaque Min. 1931, 


nEmeee ey る を 以 て , 節子 の 店 界 を 明か に すれ ども , HOM ED 
DOS, 且つ 何等 の 双 唱 構造 を 示さ ず 。 es: 
1 LARA CRBS AU, Me Ci LCR L, Wie & BEML 
see に 前 記 の sylvanite に 及ば ず , MANETS AIMS UC, 何等 特定 
| ORS きず , BG, 尊 性 加里 , 青 化 加里 , FAILS KO TIS HS, こ 
6 OBRC T Davy, Farnham FOate る 天然 テル ル 磯 (native tellurium) に 
1 | よく 一 致し , と を 前 記 の 吹 准 に 時 する MMII TSS IMO R 
a a LURES Adult, ZA KIT vB L AGES BLED 6 Fo 
© LOVE SM ST & BHM <, HEARNE 190 頁 参 照 ) の 先端 部 を 占め , BEARD 
RB RTCA 5 九 園 参 照 ) も , また 天然 テ ルル 礁 に し て , ROM 
ee ee ee ee a eae 
a 示す 場合 あ 0. これ 即ち 一 旦 生 ぜ ざ る 天然 テル ル WOMED, その 一 部 分 ] ef 
| 石英 に ょ つて 交代 せら れ , HCPL SRE ON 6, MECH 」 © 
|| た か < の 如く に し て 生 じ た る も の と 見 る べく , そ の 度々 六角 の 断面 を 有 す 
BEE}, COME OTRO LAU 3 
| HELLO WEROWACcalaverite その 他 う (第 八 岡 下部 ) Dba t A 
の 碧 色 陵 物 は , また 一 部 分 細 算 と な り て 石英 に 混 じ , EBON ek UT 
| 存在 す CHIU), 前 記 吹 管 分 析 の 結果 に より , それ ら の うぅ ち に は , 天然 
aes MOH, F UV MILADEO— FE calaverite を も 含む こと 明か な れ ど &, 
“ai LT ZO——2HEAHUS © CABIAT . PRE RT ve Bhd, また 
3 So fai も , 共に 硝酸 に て 腐 触 せら れ , HORE TABI SS, : 


ペ 


Bi). = igs % oes CARO PR ほ Whar te BRR 2 rv PRO WM 
MERE D TETEIS K O-CHED D bdr, dS BAMA SIMA DHT ICT 
分 析 の 結果 Au 1.097, Ag 0.2587 Ic Bh L, Te 41.5676 & HEIL Yo 


本 19810) “7 th mR SB $264 


(ROWEGIS 21d, MA Ze— AOE & 方 法 な し 。 但し 天然 テル 
ible, WAAR LOCRBS Bb 7 er BULA OU LERUT, COR 
CUED CR LN Lo BAKU MOE, B= 3 FO FEO 
MIE GMD E 6, これ ら の MMR TEZ BIS S 程度 に 明か 
な ら ず 。 

か く の 加 さく, 主として 硝酸 に よる 腐 触 の 程度 よめ 推測 する に , Va 
BEKO MO Wis < & & Kas, Fr VIL SHRI BT SC LBS, 
FAL BML OD PPC TS } EVIE ARO UF O Ha SL, KERTH EO © 
て 主として 金 と テル ル よ り 成 る を 認め 得 た る 部 分 に 属し , HOMAME IE 
も , 前 記 脈 欺 を 成す sylvanite 異 な 9 て , HATCH S Tela HF PEDO ate ょ うり 
て も 座 易 に 犯さ る ・ ゝ 場合 あり 。 こ の 性 質 は Davy, Farnham ERIC = PRIUS, 
calaverite (LOA [IR G62 APER IC UT, native tellurium に も sylvanite 及 
U krennerite に も 認め られ ざる 毛 と す 。 

& 4vlc BY U-c Borchert se yt “ Davy, Farnham に よれ ば , calaverite は FeCls 

C4 = tv, sylvanite 及び coloradoite (LZICMWANTHEL., MOMRBC kis 


少な く と る も coloradoite OCLC OFA AW err VU” £8EL,sylvanite ($k Clk 
HEC a HE AIMS Vo 


COB E OFS SI BID MRR PO 少な く と も 一 部 分 , 特 
eke Mes 部 分 は , テル ァ 化 金 確 中 特に AuTe。 に 近 き calaverite に B+ 
る も の と 認 せ むべ し 。 

この 外 天 然 テ ルル HEP RIOR S 6 Old, Ale UT HERB ICAL Str 
Ds SBR ESR L, LBL TF 2 FETA tetradymite 叉 は テル ル 銀 鐘 hes- 
site な らむ る も 未だ 審 に せ ず すず, 目下 研究 中 に 属す 。 


1) Davy, W. M. Farnham, C. M. op. cit. 

2) 右 川 修 氏 に ょ れ ば , MIKO MG SDH SBOCB TCL, B 5.381% 1c HB 
し て 銀 0.300 を 含む に 過ぎ ず , これ また と の 部 分 が sylvanite に 非 が し て 
calaverite な すり と 推定 に 一 致す 。 
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Kae, a LOM, TCM ARS Rie BIZ eA MA 
| MRE ANGRAEL, FOL MS ORD EKG SAME CT RR 


| せら る も , iy EAU AS 9) 5D ABAD 2 9 や を 明か に せ ず 。 


| この 外 多 量 の 硫化 濾 喉 は , 全 泉 居 の 最 外 帯 を 成 し て 本 詳 を 被覆 し , 研 農 面 - 

ESIC UTS 6, 直交 = コ ル 下 に 完全 に 消 光 せき ざれ ども , その 大 部 分 
| は stage OID LOT ABET, HARRI k O CHB LU, ALF OBER BAR 

SLs, WASERT CLK, ZEMMMmE~ Lo 1 | 


放 RACAMORS 1D, RIMES MAO AIL, SUAS (MATCH UT 
PRAMS, HAE = 3 FC ROBMLER U6, その 方 向 の 如何 と stage 
HBG LIZ O, HBV SEIS WHE C, Je HAE な る 双 品 を 示せ 


9 2B) b AERO (marcasite) に し て , AW ORM 28 SERIES IIB 
Fo CAUCE LOT, ARIA Ste <b AIBN I AEE EA tan BEAR ¢ 


AOE? BYSED LEBEN Lo 

See bk — MMB MUCH RRO VCO RS ik 
じ , St —-MPARRF CEE L, AURIS 集合 すれ どる も, 一 部 
DEON LEILA O— MAM L, TOMANORIG &, MACS BK 


:- 應 に よ つ て 識別 せら る 。 


x OY ED PA HE SADE Ne O BY SBE tetrahedrite) ZefP ESSE D O o 
化 時 成 分 
以上 の 5 ち 特 に 注目 に 値する は , 二 種 の テル ル (ERD LKR vv PEL 
に し て , ZELLER 2 hte し 得 ば , — RAINE 7 BET し 得 べ き 


も , こ は 殆 ん ど 不 可能 な り 。 LRT REALS MALONE ITS 
BHPARI LC, 白色 脈 に 逐 し き 部 分 を 長友 諸井 信明 氏 に 送り , 同氏 を 介し て 
小坂 確 山 分 析 係 に 託し , その うぅ DD, 銀 ,。 テルル の 三 元素 に つい て 定量 分 
枠 の 結果 を 得 た る ぁ る に 次 の 如 Lo 


% 
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Au 45482% Ag 0.05849 T2119 


之 を 原子 比 に 換算 する に 
Au: Ag ; Te=23.06 : 0.54: 166.20 


に し て , (An, Ag) Te, 23.6 分 子 と Te 119.0 fF Lae bE (Ze Re 
に 換算 すれ ば 次 の 如く , BUH OH C よく 調和 す 。 
CAu, Ag) Tes:Te=10.62 : 15.17 
遺 父 な が ら 営 時 な ほ 部 分 に よる 成 DUR OMIE FG SO し を 以 て , 以 
EEF er LEDC DS WE MOMS &, 天然 テル ル HCH SMO 
BBS & OPENS ST 9 BSI SORT GBR DOT RO EBD Bt OIA IS 
よれ ば , TIE MPOEGRMF rr SARIS 


aes @ 6152 gp 0.062 テル 17.0 %--2 
BER AR GLIEAK) OMB {2 5381 ge 0200 sea ae a 


SRA GAMER ODIOMD se 1.079 gh 0258 Fran 41.56%---(4) 
UTS IO) ちの 人 金銀 を 全部 CAw Ag)Te, OCR ad, (2) に 表 は 
34 inate 

(AuAgjTe, 14.396 He 9-67, 
7 A, (ANCA S Zs BBR UT, BICEEMRO RMF ve ve DR BD 部 分 
a, lz 

(Au; Ag)Te,- - 3.2% Te 38.36% 
(CE ©, FER O 7 rr OPS SICRT SDM S b, MARBLE 


く 
F MINUET A, REIL RAF vr rR EL AMC IOUT O 観 


祭 に ー 致 す 。 
但し この うぅ ち 特 に 吟味 を 要する は , ERLE OWA UT, 前 四 例 に よれ 
ば Au: Ag の 重量 比 は , それ ぞ れ 
(1) 98.7:1.3, (2) 99:0:1.0, (8) 94.7:5.3 (4) 80.7:19.3 
に し て , その 他 の 分 析 結 果 に 於 て も 殆 ん ど 一 定 の 値 を 得 ず , Ls AEE 


j 
\ 


Pal we 


Te Ye Pek 
bie dealin | 2 


1 Mery 


J 
V 


eel Ree eh 
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に は , SEUBET (C RS S HEROS LS SUIT, これ ら は すべ て テ 
ee SRP LAET ASO LBUN ¢, RARE (1) 乃至 (3) は calaverite, 
(4) は sylvanite と calaverite の 中 間 に 位 す 。 

その 後 前 記 の (2 うに 就 て , 河津 礎 山 に 於 て 試み られ た る 完全 分 株 の 結果 は 
次 の 如き る も, 


(A) Au 6.152, Ag 0.062, Cu 0.06, Fe 7.53, Zn 0.31, Pb tr, 
Mn 0.07, Te 17.70, Se 0.24, Bi 0.42, As. tr. S$ 4.13, 
SiO. 57.42, BaSO,4 0.06, Al203 1.97 CaO 0.21, 
MgO 0.03, steerer CEE G6 .BG sec ecee cree eee eee eee ee ceeteeceneeeees alae @) 


他 の 標本 に 就 て 行 へ る 結果 は 漁 の 如 し 。 
CB) Au 4,608, Ag 3.274, Cu 0.16, Fe 4.15, Zn 0.36, Pb 0.0 
Mn 0.12, Te 29.44, Se 0.48, Bi 1.64, As. tr, S 3.01, 
SiO, 50.20, BaSO, 0.11, AlgO3 1.11, CaO 0.24, 
MgO 0.02 -++-.-+ Cae ee 6) 


5O 5 SIRS Au Ag 及び Bi を 全部 (Auw Ag) Te 及び BioTes と し て 含 
まる ゝ も の と せ ば , それ ら の 比 は それ ぞ ざれ 次 の 如く 


(Au, Ag) Teo 15.3 BijTes; 08 le @) 
(Au, Ag) Tey 21.5 Big。Tes 3.1 Te, 14.996 ---serneereveer ene (5) 


天然 テル w OFF ELBE S %, (Au, Ag) Te. Au; Ag の 原子 比 は , 前 者 
HAT 98: 2, 後者 に 於 て 44: :56 に し て , 前 者 (2) は 前 記 の (1), (3) 等 と 同 


«RRC, BEAL ERE eB F ve 1 (CEM (calaverite AM TLE b, RAC’ は 


KF F wv wv Shi (sylvanite) OPA AL UTIEL FLAGS» AuvAgTe, 
MAKI ST SEO}, BICRTORME AU o 

Ns Civ 5 MIRWOMVKICRET Idk, HARAEILOMES <¢ Berzelius, Genth 
Pearce /t, sylvaniteze Au Ag Te な る 一 定 組成 の 化合 物 (Au 24.5, Ag 13.4, 
Te 62.2) と 認め , ZH calaverite Au Te』 と 司 別 せる が , Rose は 前 者 
(Au, Ag) Te。 な る 形 に 於 て 銀 を 含有 する も の と 認め , 近 挫 Simpson 氏 の 
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如き も, HEVHAE sylvanite 中 に Au: Ag OIGBE L < BMUT SRW Vo 
更に 最近 Goldschmidt, Palache. Peacock =f€}, HAGE RM 4 20 L 
calaverite O#ih SIE L, 22.6 ODED isomorphous 7 な る こと 詳 論 し 
Z OBWARS ET KA ORF HST OO 

LORI Kis, CNGMMOMM, TO) DORM LHI COMA 
% & FEZ ICBME L, PHILO & OIE. MOAR SLO HH LBS 
SABRE Oo 加 ふ る に , 前 記 の 諸 分 析 は BARI RET Tao 
SUT, 多少 異な る 産 歳 を 有する 細 粒 の 集合 秋 に 就 て 行 は れ た る も の に し 
て , 既 に 鏡 下 に 知ら る ゝ が 如く , ARTY MMR DEBS IL SIL LS calave- 
rite, MURIKOMI It Z ICME te} sylvanite と 認 む べき 以 て , 銀 に 逐 し き は 
前 者 を 主 と し , 銀 に 富める は 後者 に 富める に 非 る や 。 但し 前 損 <5) の 如く , 
銀 が 非常 に 多量 に 含ま る ゝ も の に 於 て は , sylvanite の 外 に テル 化 銀 磯 | 
Chessite) 叉 は 含 金 テ ルル 化 銀座 Cpetzite) RDI IRTP LIL ZR 
T, これ ら に 就 て は 分 析 上 ょ り め HERG AD » F rv rARME (tetradymite) と | 
共に , FARCE 6 tt BAR OREMICRET 1818 FROMM 6 

z #0 

ASIC SEAT I RIGO MBC GBF MRM 
ORRF v IRC SE & UCD RO RU BATFE AERO HERR 
26%, —MBS PIU DERAMORMBRE BAO, 

ASW IE = ACI LUE FE 7S SSUES CBRE LT, 従来 主 UT 
硫化 鐵 確 々 床 と UC PAE Gt Sb, FRIAR AGU SIRIC 移 化 
せり (第 1~2 BHR). 

F VN EBROK IRF ov VBL, 石英 と 共に 暗 族 色 竹 言 基 TO EPRIRO IS 

1) Goldschmidt, V., Palache, Ch., Peacock, M. A., Neues Jahrb. f. Min, ete. 


BB. 63 A, ees 1932; Peacock, M. A., Am Min., Vol. 17, 317 ~337, 1932 
932. 
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合 を 成 し , AMOK LAY LO RIES MITRE, ¢ OF Cae eG 


| ROBE IRMOE CARREY 6 BCE BBN 

LDF SF rw Hild, HIE LL UC BENTO ee ea L, HIS AURA we 
UTZeNS, MISA 8 BES OB 45,8181), その うぅ BIRR Re 
す も の は (第 6,7 fl), F ORAM MERON KO, BF 
化 金 礁 の 一 種 sylvanite (Au, Ag) Te。 LBd5S 4 EMVEMBROLO 
は (第 8 園 ) 純 炊 に 近 き calaverite (AuTe,) と 認め ら る 。 i 

天然 テル x Hid, 主として 不 規 則 粒 歌 の 集合 を 成せ ども , その 一 部 分 は 始 
DEAR han し, 石英 に ょ つて 後に 交代 せら れ た のり 。 

PAM & BCA BIC AKICAMO CHT LL. ZIRE MULE, テル ル 化 金 
Beit BAL HL & 4, KRF v MIAH LS SUIT, この 方 法 に て 両者 
eB A WIT LIC ARR し 得 べ し 。 

” 他 に テル ル 化 銀座 (hessite or petzite) RUF vr (LA INMHCtetradynite) {Fé 
AOE 0, 目下 研 完 中 に 局 す 。 | 

AWS HEIEARTS AEA Re RIEU, BES ¢ は 150C 内 外 よ め 低 温 の 
産物 な る べく , BROURD L UT, AMM & 件 な ふ こ と は , THOM 
生 の 末期 に 於 て は , WHO SMB BUS AT o 


SSE, AAI UCHR te ZS OBL HAL EM bh, 財 
EIB OG & HRT BIT BBUF & tui BAR — I AN 
EMER UC Hi CRE SHRERL, EKRMAORVICE Y, AT 
ee 
MIC OWMPOBERSUSRKAIMAV KI 鳴 謝 す 。 更に 本 研究 の 一 部 分 
BBP BRE RIC kKOCWMI DHKSCL EWR L, KICWS SARC KS 
ARE ORS HBA EA IC に ょ つて 行 は れ た れ ど ぁゃ, 使用 機械 
- OM tA S LTH RIK KO CKO ENEYV 


~ 7s 90416) oR th KB wero 


津軽 十 二 湖 際 近 の 水 河 遺跡 に 就 て GRD C2) 
mt te Fe Jil Be ww 


特殊 地形 WEIL BAL O PA URL © Se HL (200~300 m) (LBETo WL 
TeOWBIAFIL SA CHET. RRP ORIRIAE <( UTHLRD OR 6G 
TCHR ANE BETS B WATE ILBORTRK SE 75 © TBR J dO T 
WM ZO SS bOB UL (大池, RIMM, RA, 王 池 等 )。 湖水 と し 
— CHEARCE S&B OOF KE S Mh & DEE LHLOBNY em 56 T CRIM, 日暮 
THOR RMWOF IK) AIOE S 4 WIBROMELRKRRO 


面 園 に 示す が 如 し 。 
CO UD Ci 6 Cw) CEH) ON 
青 , 50, YAO, 7 Hh, BO, 王 池 , ニッ 目 , 人 景 池 つ 新 日 暮 っ 濁川 
湖 っ 日 募 池 SEE 
Hi ST RL —> } 
ky 3 | 
; Mh 人 金山 池 | SAH pe cias a wi 


Sah Pah 4 yah Rik —— — FRO BI 
i, 大 池 — TPB 
— "は 流水 方 向 を 示す 。 
湖水 面 の 高 さ 次 の 如 し 。 (HASH) 
第 五 fl 


KARP ILS EH IBA BET 


次 本 20517) 


ith, PE BAGS? 
人 金山 池 
AK ith be O wh 
He Mi th | 
{ 
中 の 池 7 ett 
| 日 慕 池 | 
— 
| be O 池 \ 
| jo; eae L 
Seyi 
L L 
=” Ais we 池 
uy L | 
| Be ith 
ジジ \ 
Awe IN vg JI iy 川 不動 瀧 


湖水 面 の 人 工 的 降下 せる も の は 只 頭 池 , 王 池 に し て 前 者 は コシ クリ ー ト 
用 永 路 下 約 2m に 現在 の 水面 あり 。 後者 は 中 央 部 に 御 島 を 有 し て 二 泊 に 
分 た る 。 特に 注意 す 可 き は , 泊 間 の 地質 が 何等 崩壊 性 の 堪 積 物 よ め 成 る に 非 
ず UT, 周 園 の 山地 と 同様 な る 中 珠 岩 質 上 放 岩層 或 は 硬質 頁岩 居 よ め 成 0, 
Tid 8 FL SBT S © OBA Oe LA CHIRO WIA OL HWS O LI 
の 原因 に 局 す る を 知る 。 小川 先生 の 教示 に よれ ば , BOT 地域 の 大 部 を 被 
~ BLE AKI OKA, JKR) OBR L, 南方 地域 は 谷 水 河 に よ つ て 流下 し , 兵 
陵 に ょ つて 遊 止 され た る ALT ORME 融 氷 線 に は 漢 き 谷 を 生じ , ROKE 
の 消 灘 に 従 つて 前 記 の 谷 線 に 小 KIAID Be 見 る に 至 の め , OBRINT 
PES DEOF ANC KOT WIRD Eee BBN OKO LR 
証し て 湖 深 の 大 な る は 水 河 庶 の 流 ARIK EARS, KRCTMOMS rKiateE 
Ae Ht SM ROME Csolifluction) の 作用 の HB OR 
は , 各 湖 の 水浴 を 高 む る に 至り め , その 樹木 を 枯死 せしめ た る も の な る 可 く , 

人 本 地域 を 通じ, その 地質 開 係 上, Jee (Schlammmoraene) DEO LBs 
築 者 は 以上 の 教示 に 基づき , 更に 金地 域 の 精査 に 努 むる と 同 叶 に , WHALE 
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BET OBI COMB RIE SAR BIT o 


WEEAB WKORSAMBRATEL SA} PAH EO HA Khe 


ば 青池 Sm. SGA 23m. 落 口 池 28 m- 中 池 2m. 越 口 池 24m. 王 池 25 
m, 及び 12m. 日 暮 池 12m. な り 0 と いふ 。 こ れ に よれ ば 各 湖 水 は そ の 深き 
ーー 様 な り と 云 ひ 難く 一 般 に 水深 大 な ら ざ る る も, 谷 壁 の 頂上 ょ よめ り の 深 さ は 柚 
BAO. WKRORMA 不明 に 局 す る も HAS, RETRO NM 
壌 に よる 細 粒 砂 の 堆積 物 に 埋め られ た の り の 。 湖岸 に は 殆 ん ど 堆 積 物 な く 山 脚 
は 直ちに 湖水 に 汐 れ 樹木 は 湖岸 に 人 葉 し 更に 湖水 中 に 立木 の ま ゝ に て 村 死 
し て 立て る を 見 る 。 (この 枯死 せる 樹木 は この 附近 に 現存 する イヌ デ ナ な 
め 9)。 叉 湖 呼 に は 著 し き 崩壊 地形 を 認め ず 。 但 し 湖沼 間 に 存 する 志 丘 は 丸 味 
を 有する 低 き 尾根 を な す HHO, MWe U 字 型 に 近 き 形 を 形成 する も の あ 
り 。 岩 質 は 何れ も 眞 珠 岩 質 杉 族 岩 又は 硬質 頁岩 より な る 。 湖 水 よ り の 排水 は 
LHS OMB MI LTR DS SHRED, 湖岸 の 地質 は 概ね 員 珠 


i Reka ABR OLEAN Lo 例 へ ば 越 口 池 , 王 池 間 の 雄 瀧 ( 高 さ 約 
5m) は 全く 上 眞 珠 岩 質 凝 旅 岩 の ZRII UT HOYER 2D HELO 八景 池 
の 排水 口 も る , 二 ッ > 目 池 , Enel OB) 3 SHEL Hee 4 Bb oaks, 
AOA NK IE SIS <BR LAG HH BOM 笹 内 川 の 南岸 に 
BACAR PATE LOOFA OT, LORE OMT WO HP A HE STE 25H © , 
AMOI FS TE 2B EG SOA UT, これ 等 も 湖 和 群 の 成因 上 , 
重要 な る 隔 係 有する も の と は 認め 難し 。 
今 湖沼 の 特色 を 烈 入 すれ ば 次 の 如 し 。 
上 HBIL EO RAR ICY T BORIC ST OI Lo 
2 湖沼 の 水源 地 は 大 崩 と 背後 の 崩山 な る こと ( 訪 に カー ル ら し き 有 所 あり う 


rascal 


> Hos RK 本 20719) 


- WHA IG SIL V 字 型 より は り 字 型 に て , RSD COW, 中 ノ 
池間 ) 丸 味 あ る 低 き 尾根 を な す ( 王 池 ニ ニッ 目 池間 , BN EW) 
4. HEROS WHO 障壁 は , 骨 壊 物 に て 堆積 生成 せる る も の に あら ず し 


「 
5. 湖沼 中 に は 立木 の ま ゝ に て 枯死 せる 樹木 あめ 。 
4 6. WERISHME < BAI OS ; 
4 ERE OPEL 極め て 多 し その 中 最も 大 な る ぁ る も の 二 あ り 。 一 は 大 誠 
LHES S HUNDTRO 断崖 な り 。 崩山 は 第 三 紀 RHIC S BME, 
: PARE AKO WAS DCA CAEL ERED, LOKMOBMC BIC © 
3 “つの 断崖 あり て , 二 断崖 の 間 に 約 100m の 谷 を 兵 む 。 谷 壁 は 三方 全く 岩 選 に 
é PLT V PHT. KMOW EA MIMOMEN 6 te CMRI TE 2 BG 
.- HOM Le V FPO ARO EES HK & 0 CRABB WIRES 0 
‘ {1D —OIk H HLOBGHE & OF ARBRE BES ABEL UT, 濁川 の 上 
itt 22 Li) a AS HB 22 LU, S 44) 120 m hf L km 以上 に 達 す 。 断崖 の 上 部 
; Id BRAT UC WIRE S ER ECE Te O 9 湖沼 群 を 連ね て 流 る る 
排水 は この 断崖 上 を 落下 する か , 洪 流 と な り て 項 上 近 き BTS O 流下 す 。 
前 者 に 局 す る も の は 八景 地 , 岩坂 克 の 排水 に し て , 後者 に 局 す る は 率 畑 池 の 
IPI ZO 
2 BN LMOR & AS ZOMS RRIF DLOHY. TOMO 
MO PEI HOT WKOKOAKMB 2 BOM HE PO TIO RSG 
DA MIAME DURE ¢ i POI, 中 珠 岩 を 解析 し て U 字 型 の 峡谷 を 
造 く る 。 AGRA HORM L ¢ FS PTC WED OH 


; 1 RPRRZE BE SIMI SO. ZRREIAIN ED 1. MORETTI Le Bo Bld 
3 直線 的 に し て 此 の 附近 より 底 に 上 流 に 横 は る 一 大 断崖 を 壁 見 する を 得 。 河 
4 KRONBRIL EGIL EIS & CHD CHEK Oo IIMOREIAIEA ER MUBCE & 


TE BRE RRRAORME OKA. MAEWEWES Bor 
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RAI LUCE MIB ET OO LUCE (FUERA HT 0 DER 
PEM EMC O EY S IRAE OAK UDRAO MALS OT, BeIBD WRF 


は ば 埋め , I EWMORA O, Rs ARIS EING LTILE BUS SY) ae 


Ay § RSE YES DMN 0. BIC Ev HO ABE LRA MUL, 
BRAS HAAS SIVEO 石英 粗 面 岩 と な り 傘 府 一 面 に 敷 か れ , wae 
FM OWS SBiUR’ BET to. COSMBORG HE LB OA 
PHL OMIT eS bc OMPIUBCTRUBROA AMM OED 0 IL 
KS 60 cm へ ~40 cm KD 4 Ol UTHE OBB 0 MOARIA MILA 
L,I t OF MBA UTHIMC LO, KIL DS SURO ABEL Oo 
日 暮 の 断 農 は 洪 川 の 廣 き 上 流 を 園 ん で 一 大 袋 地 を な す 。 こ の 人 筑 地 に て 上 部 
章 沼 の 排水 は 落下 し て 合流 す 。 現 在 そ の 水量 極め て 少な し 。 溢 川 の 谷 の 特 
色 は 次 の 如 し (1) U 字 型 な め (2) 上 流 は 下流 より も 却 つ て 廣 く 高橋 教授 
ORE WAIST 9 (3 直線 的 な り (4 カ の 谷底 は 下 坦 な り (5) 谷 局 に は 断崖 多 
L(G) Life EPH E & tC SHY MF (7) Lik OVER OBR 
LO EO MID BZN ROB MLO BIE 0 。 
結論 RIL MO PRBARC AP 2 WBA MC k SRW L BAKO, 
即ち も 理科 年 表 に よれ ば 約 220 AF ALAC DIC ABB O LELBA O, LPH 
WRAP] ILI ROMBA S DAKO, Mast A CBHELKS 
HEWN FEO Bil OD WRERS (LATE He LP BR II OTLB Ze O 
HEIL ILO Li TH & AARIETE LG Fo LAB OME Shri oeB 
DS o MAMMALS & SAW LABS ABILG 
C WIZRARWICIES 2 DORIS COMALAED HO BM 
E2250 2 IR AL IP HEPA)I| & © BBA eo CONOR S ON 
WOME 25S SOLS LMA PATI WO HM HHS MOI BERL Ute 
2b SOME L GEh L CWB S t ILY A SAILS BA COR 


; a) 
otek son eligi 
> ic 7% . 
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OR eo 
DIDEBAHKSSEURDS LORY LTR HI BE SH 
Bt BWA PH LIBS SSL, 即ち BHNCBRY O と すれ ば 立木 は 倒れ 
て 湖水 中 に 埋まる べし 。 MORE OBRWL EFAAHAT. 

APBD WIRE AE L S te DPMAILA L < IIe UC APAE 
L OM S WRIA AS SEMEL, 地域 内 に 30 ~40 fe BK), HE 
積 埋没 の 進む に 従 つ て 現在 の 湖水 と な り た る も の な る べべ くさく, その. 一 譜 と し 
て 見 る べき は , 現在 な ほ は 湖水 は 一 部 洪 流 と な 0 め て 地下 を 通じ て 流出 する を 
見 る 。 (現在 糸 畑 池 の 水 は 港 流 と な め り て 日 暮 断 崖 に 淫 出 する を 見 る ) 即 ち 湖 
水中 の 樹木 の 立木 の ま ゝ 枯死 せる は この 現 人 名 に よる 水位 の 上 鼻 に よる も の 
LUT, 湖 旗 の 堆積 埋没 は 小 規 模 な る 潤 呼 の 崩壊 , 流水 の 作用 に よる 可 き も 
山頂 に 見 る 如き 大 崩れ 等 の 直接 的 影響 に あら ざる は 明 な り 。 

RAKE VI), 新谷 澤 及 び 委 山 錠 , 標高 500m PIES PEEL SAE 
中 に は , kal SRL MAIN UTIL & MUOEKe BI AmABO 
BBA YO, C6 UII Lo RG < Lat Tillite AO ORMARRA 
を 母 岩 と する も る もの に し て , OMBH DRAM ELOT LOMA, Re 
& © FVRY, 運搬 され , 標高 , 約 240m 以上 450m に 達する 渓谷 間 に 分 布 し て 
Tillite あな す に 至れ る も の な り 。 流水 に よ つ て それ より も 下流 に 還 落 せ 
る も の は , 敷 も PRIUS WES. HUBBY 山 骨 に よる も の な り と 
StulsBBeA ST AIL, HET, その 移動 の 長き に 従 つ て 多 か る べき 番 な れ 
ども , SHAR GT. BICHROMA WII RUN SO © 

Blt LikO WI ROBIE D 6 RO FFE. k 0, KOBA PELE UTH 

— SW POWER EOMNO WES HLRNS 0 LEDETSE, 


侍 つ て 氷 人 鯉 に よる も の な り と 推定 する も の な り 。 
1. 濁川 は U 字 型 な り 。 そ の 上 流 は 断崖 に 園 ま る る 袋 地 な り 。 


3 
( 
7” 
と 
> 
<“ 
~ 


ee ae eee sree Ps 
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2. PEMEAWBA SROKMRET 

3. ASRS T (CBR SRD O o 

4. HWE ERE EMI BRR BET 

_5. WHBIRSEAEINE & ABN 8H GT 

6. BOTA CHEZ 0 « 

7. 湖沼 間 を 結ぶ 谷 は V 字 型 な ら ず U 字 型 に 近 し 或 は 丸く 低 き 尾根 を 
な す 。 


8. AT DR OFF BAR BRD O, この RIL ED A AS 


So 


9. PABA <A MRA HO CHOBMC ABET. Hit subangularz 0 


10. KHOR, HLT S 峰 に 挟ま きれ た る 谷 あ り て セツ ッ 池 の 谷 に 連絡 
Be 

思ふ に 水 河 は , 前 項 特 殊 地 形 う に 述べ た る 如く , 崩山 の 山 錠 氷河 ( 水 天 うと 
し て 地域 の 大 部 を 被 ひ , t ORM WEA BE LY, 水 吾 の 後退 に 促 
CREA NBER S 谷 氷 河 に 分 裂 し , それ の BBE LOTR ARS 
る に 至れ る 事 , 小川 先生 の 読 か れ た る が 如き な る 可 し 。 

津軽 十 二 湖 小川 先生 は , 特に 十 二 泊 な る 名 笑 に 津軽 な る 冠 名 を 附 せ ら る ) 
に 氷河 遺跡 の 保存 宜 し き は , その 地形 地質 の 諸 條 件 に 恵 ま る ゝ 外 , 山 航 氷河 
BGK OBE D DBAS LC, 地域 南 差 の 如き は 地形 上 谷 水 河 が 本 達 し , 
正規 浸 量 は 幅 地 に ょ より て 調節 せら れ 極 め て 少な き 事 , BLED BBS BBE 
BRIT EN Lo 降水 草 多 きこ の 地方 に て は この 條 件 の 不備 な る 所 は 遺跡 の 
保存 困 離 な る べし 。 ーー 

最後 に 比較 的 高山 性 植物 の この 附近 に 存在 する を 附 記 す 。 


も うう せん ご どけ あか み の い ぬっ つげ さる めん いび ね LE SD 
し ら か ば は な ひ り の き び め こと さま うろ し ゃ や ぐ で な ば げ ば 


a ctonaveiecesc om 
ASICS ©, 重ね て 恩師 富津 先生 , 並び に 今 炊 の 研究 に 於 て 多大 の 御 教 示 っ 
を 大 ふ せる 高橋 先生 , RUB ASLAM L, RAO SEER > 
| し, 特に 小川 随 治 先生 が 親しく 幾多 重要 な る 指導 を 賜 は め , 幣 鞭 研 究 の 方 釘 
REY G tie BMHCHYL, MONE UCHED & 0 OPEB 5 GUNA AD = 


BULA (Co,As 8. OE 
ges 高根 勝利 


SEED 硫化 物 の fab AS BLT WHO WRBA され た 0, 即ち 


- esi Sy, Wolfsbergite(Cu Sb Ss), Emplectite(Cu Bi §, Chalcopyrite 


(CuFeS, RU Sulvanite (Cu; V omy ‘a: OD BAA AMBSCERTIRES CHER SAUTE OG 


特 に Sulvanite 27S | Enargite 群 に 属し , その 結 品 系 は Enargite & 


: OCALA RO, L. Pauling 及び R- Hultgren の 研究 に 従 へ ば , その 座間 


d 0 - > eset 
. 群 は T4, BLES TOK 3 lk as=5.870A に し て Cus V Si. の 一 分 子 を 合 み , ea 
ss Ae 
11) LL. Offtedal, Z. Krist. 83, 9~25, 1932. oa 
2) XW. Hofmann, Z. Krist. 84, 177~203, 1933. vera 
i 3) 2K Ue ae 
~- 4 ARE Che Bie Ak DORE eS, BCBRES~Lo ; ; gs 
CL. Burdick.and J. H. Eilis, J. Amer. Chem, Soc. 39, 2518, 1917. aie 
s ; R. Gross and N. Gross, N, Jb. Min. 48, 113, 1923. oat : : 
g も __L. Pouling and L. ly Brockway, Z. Krist., 82, 188~194, 1932. < i. 
5) L- Pauling and Ralph Hultgren, Z. Krist., 84, 204 ~212, 1933. sag of 
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新しき 格子 型 ち な すこ と を 知れ め 。 
筆者 は 剤 津 教 授 の 御 指導 の 下 に , komt LAER 結晶 構造 上 重 
Bis BWR AS SL BES Enargite(Cus AsSy) に つき て その 結 唱 構 
造 を 研究 せめ 。 ABI NOK ARH BHEMAMUEO LOE UT, B 
RELOAD BIT RO t OMOKBB EO te STE E SEN ES 
の 行 は る る 硫化 確 物 研究 の 一 部 を な する も の な り の 。 
EnargiteO BRR #H 

CusAs S』 (iA ROMEO 結果 二 種 の 結晶 型 あ り て 二 像 開 係 を 
BT LE~SHKEY, Ch hn た Enl¢Z% rose Enargite & green 
Enargite (Murdoch it rose Enargite ("JH 4 4 O% white Enargite 之 に 
Bh し て REICAL RS LS ABB pink Enargite 2 mfU', PEMA KARBBEC 
よれ ば 調 は の ⑦ る pink Enargite は pink 乃至 pale DZ HERAT SHED 
Exargite DH SIRE IIT LO) LCA b, 反射 題 答 鏡 に て は 前 者 
LIRA ENA RMB CT 偏光 光線 に 脅し て 烈 し く 作 用 し, 方位 に よめ て 
fis ORF Oth 2B LCDI 府 方 唱 素 の 特性 を 示す , 之 に 反し て 後者 
IAPR EAR HRA, 偏光 光線 に 調 し て PEt PSE ROPE Ae BE 
揮 す と 記載 せり 。 De Jong は rose Enargite と Sulvanite £ OMKEROM 
Blk O TCHHORNS|C L BRC, green Enargite が Sulvanite と 同型 の 
Sin whan s SS OID SS APRENE Yo 

AS EIB AR GEA Lis 6 APL It BSS WEE Enargite に UT, 本 教室 
BALL MLGLO MEMO T BIE BREE 


1) H. Schneiderhéhn, Anleitung Z. mikro. Bestimmung u. s. w, p. 240, 1922. 
2) J. Murdoch, Micr. Determ, Opaque Min. New York 1916. 

4) DeJong, Z. Krist., 68, 522~530, 1928. 

5) ABAVEMLE & RRO WBS AMAR IC BRE NEY g 
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Ss Ol UTHA E(Cu, Fe, Mn う s.oCAs, gb)i.00 Saos & 2.9, ATED? En- 
amgite Ho LICH UTM OR MWK DASL, ARICA SLOD 
中 大 な る ぁ る は 3x4x8mm 以上 も あり, COMME O UT &PAHAAE SC 
LICKEL 結晶 面 を よく 研 訂 し て 反射 題 徴 鏡 下 に 検 し た る に 偏光 光線 に 
調 し て 烈 し く 作 用 し , 方 位 に よる 有 反射 王 渉 色 ち よく 示し て rose Enargite の 
特性 て よく 一 致 じ た 0。 

EnargiteDoD # #§ 

BEAK OWA FE (= EI ei OR ミ は 各 測 定 
Hib OTE WR $2 Groth-Mieleitner)= ょ よれ ば a:b:c=0.8694 : 1: 0.8308 
な り め り 。 本 結晶 よめ (001) 面 に 下行 と 思 は る る 面 を 摺り 出し , CHEB 

第 — tal 


Enargite の (001) jifi< Sei I< X OK & HAT Le 
撮れ る Laue’ ic LOK BO frie c b 軸 を 位置 
seed, AAA? & 《 く 現れ た る を 見 る 。 


1 GrotheMieleitner, Tabellen der Wan) p. 28, 1921. 
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に X POR SH L, ASHOAIE £OTIV= BAI OCH). 第 
—[El%e— PF LCi BIC Enargite の (001) 2 Aris RIK SL AN S BAR Ze A 
すこ と を 知る 。 TERVES BAS AM Tad Fri RIM ROA SHG 
有する こと を 知る , 即ち Enargite の (001) 面 に て は TEN TE eB S hE 
DBO, COMMABRAOM AR) DHA k O 8 MARY Lit BAI 

SoS el UT; その Wis 2S S 理由 に より 
; C, a,c % hit UT al b’: 51-7388: 
1:1.6616 £ ia’: b' OMAK AHR 
の Orthohexagonal unit O)#ifjZs a: b= 
1-732: 1( 第 二 園 ) に 甚だ し く 近 似せ る 
を 知り 得 べ し 。 こ の 際 az KU as 軸 に 
相 洛 する 軸 は 夫々 (320) & (001) 及び 
(320) & (001) の な す 稼 に し て , この 


示方 品 系 に 於 ける 潮位 格子 


を Orthohexagonal unit に 


CHU EMOAH th & AF (320) J% Ui (320) ji ik ANWE DS FEI Ze 
軸 と の 軸 の 開 係 を 示す 。 
7s FROMM Sok BAT RES 
る BPA rs Yo 
Sik F 


Enargite 結 醒 中 に て COOLD (CARATS K ¢ FEAME DARD T HH ze SAK 
HaRO MAIO b <¢ HELI SKS SD Niiia EEO TL RUTTER 
AS 7S. & to Rnn RS 7 F4 OH UCR AA EO) ABA E UTIAOR Oo 
ZO thin tina (ERT DLT O TIL SS AM ORES O HH (CHER LS 
Bei +O MAKE FE~ © (100), (010) RU' LOLI & Hahah & UC Ht 
LD tr OW NK MAE IC CuK RRO DIR BEAT LC Hes a BS A ip 
REO, この 際 の X 線 源 に は Hadding-Siegbahn 74>) Re peA X RUBE ES 
球 を 5~8 M.A. 60 K.V, に 働か し め て 使用 せめ 。 BH a, b (ik (100) 
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COOOL YEE Rob k  LO—PHZIBU TO, COLO ER PCR 
USMS BALE FO a, と co と が 相 近 似せ る 結果 それ ら の 廻 折 像 が 
BRVSBR PEL O. 


a) Enargite ©(100) % Amehdh & UC hed S AM HE ih 5S Bo 


b) Enargite O(100} & smth & LC Hite 3 WEAR ih Fg LG 
これ 等 [100], (0103, C001} OAKS AA SIA ICIAO SERA Clayer line) 
fil OD FB 22 FE LDC SIE O MRF OK S PHM S EOAKZ 
ao=6-41A, bo=369A, c=614A | 
に し て こ , DAMON INO CH BIC B BRERA IC HE UR (4 2 0) 
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(0 ko), (0 0D) 76 BTR DE L, FAVS AAAS S MTT Ze BY 


XE UCHME SME FORK SABRES BHM し 。 


第 = 表 


hoo sin 0 oho. | sin 0 eol sin 0 


200 | 02481 020 | 0.4163 | 002 0.2380 
400 | 05000 | 040 | 0-8380| 004 | 0.4784 
600 OF 755 Lae ose W WeleSeste 006 0:7224 
200 | 02490 020 | 0.4192} 002 | 0.2425 
400 | 0.4972 040 | 0-8393| 004 | 0-4840 
600. | 07538 | --.--- es 006 | 0-7258 


mean 0.1251 mean 0.2094 | mean 0-1205 
| | 


ao=6.:390 土 0.04g A, bo =3-675-0-027 A, Co =6-1540-045 A 


ZA OME 2 JO CREME % HARE ay: b。 : co 三 1.784 :1:1.674 と な め 。 既に 
Ce ere ee eee 合理 的 な る こ A 
IAAIOS nero ic mC o= 444, V=6.39x3.68x 615A = 144.49 
1) 
A, M=393.88 m;,=1.65 10 gr を 用 ひ て 計算 すれ ば , 々 = 0.987C~1) と な 
9 て, 上記 の 虹 位 格子 中 に CusAs S ょ の 一 分 子 を 含む こと を 知る 。 
2h 群 の 決 FR 
Wy OK OD KR (LOST, 逆 格 子 を 用 ひ て その 面 指 敷 セー 々 決定 せ 
る に piramidal plane ( 々 々 の よめ は ん ん を ん Z の 如何 な る 反射 あや も 生じ て , & & 
及び / の 組合 せ の 特別 の class ORISA EWS RPBOES OS. Hele 
全面 心 任 方 格子 , RDB HF, 骨 心 許 方 格子 より 構成 さる る 容 間 群 は 除 
外さ れ 漠 斜 方 格子 よめ 構成 さる る 容 間 群 の み が 間 題 と し て 残さ れ た り 。 
(Co を 々 の, (hot), (ん 4&0) な る 反射 を 見 る に 明か に 次 の 規則 性 を 見 出せ 0 。 
okL ん +Z=even の 時 の る ふみ 反射 を 生 ず 。 
hol 4 及び の 如何 な る 組合 せ の 時 る も 反射 を 生 ず 。 
hko h+k=even の 時 の み 反 射 を 生 ず 。 


r 
: 


EC ATED Bt 
CARMER RUMAKC Wr OIE. VER ORR 


aaa 空間 群 VY に つい て 
Sorkin samasome LLCs 2, me 
SPL OME AD 4 HVE 9 « 


。 SRHPRHEAD 2 A760 0 ss 
OTS os (C0074 5 L007 ros L007Ioy 
| 一 回 旗 事 軸 は 次 の 4 組 な り 。 
q | oe ae 23010); 44Coz0}, #4(o10); 
ae 33 13 31 

eso’, Cro, Crooj#4#; (rooj##, (100}4 4. 


Sige 反映 面 は 
et % ーー 
を 1D P. Niggli, geomet. Kristallogr, d. Diskontinuums, p. 198, 


-. 
eae 
te es 


\ 
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C007)o, Coe re EE 
消 動 画 は 次 の 2 組 な り 。 
Oi, (070)s > 滑 動 値 +<) i 


2 

CT, (700) 355 awe oS 

CEO EAMES SO CMARIILEKOMN ¢ PES Bo * 

2 [AMAL IL RO 4 H7E 0 © 

A) m0. 050, ニー; €)) 3030; oe 

b) OO ., <0; d) EA ? 

ot 

4 TARR EKO 8 p70 6 . 
Beets, ot Ee 


4 


2 


8) MAO MRO, m+ n+ as m+ a+ 
8 fal BAS —PROLIS UT KIC S DAM し 。 
h) mnp, mnp, m+ up p+, m+ = n+— p+, 


7 
5 


map, mnt, M+ nt prt, m+ ntl po, 
DO DCMES Bo LKIETMES Lo ORE) 


oat eet ee 
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FR BE 


鉛 或 は 銅 の 存在 に 座 け る 
FF ILiLEORM ALC RT 


ais YE RE BK BB 
get hp FF 俊 


テル ル 含 有人 金銀 左 の 人 金 を 定量 する に 営 り て , PSH ORERBHE ICT TEX 
RBS BSS bi, 度々 耳 に する 所 に し て , Fr nrORS % % HBOS EO 
は , 先 づ 硝 酸 に て テル ル を 溶かし 去り 0, ZU SIM Cee EMT S 
を 可 と す と さ へ 稀 せ ら 5 る 。 

人 励 て 筆者 は その 原因 の 何れ に 存する や を 訣 か め む ため Kahibaum 製 テ ル 
ル と , 金 と を 種々 の 割合 に 混 じ , 先 づ それ の み を 骨 族 皿 上 吹 管 を 以 て 強 熱 せ 
る に , テル ル は ほ ぶ 完全 に 焼失 する る も, 人 金 は 全然 逃 施 せ ず , NOT 微量 の テ 
WILD, 金 に 捉 へ られ て 容易 に 人 錦 失 せ ざ る を 知れ め の 。 即ち その 宣 験 の 結 時 


は 例 へ ば 次 の 如 Lo 
“No- 1. Au 0.0291 gr, Te 0.0291 gr を 融合 冷却 せる も の 。 MRK 30 分 の 


3 BREED 小 球 を 得 , その 重量 0.0300 gr, 更に 加熱 15 分 に し て 0.0293 gr, 
即ち も 始め の 金 よ り も , な ほ 0.0002 gr の 多き を 見 る 。 
3 No. 2. Au 0.0285 gr. Te 0.1140 gr を 融合 冷却 せる も の 。 JH 30 分 に し 
| て 0.0295 gr, 更 に 15 分 に し て 0-288 gr OIE fa NER 2e FH MBC FS SB 
: & BER Lo 

即ち 優 令 念 に 敷 倍 する テル ル を 含む も , TOMEOAIL KOT EDK 
内 を 示さ ざり き 。 
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依 て 炊 に は 乾性 分 析 に 際 し て 常に 用 る ら Ss MOBBRIEDU SBD, 

No, 3- Au 0.0238 gr. Pb 0.0932 gr を 融合 冷却 せる も の を , Hilal eR IK BAB 
せる に ,0:0286 gr OSH PRL, これ また 人 金 の 人 逸失 を 示さ ぐ ヾ りき 。 

NOTHB=O ABE UT 

No. 4. Au 0.0258 gr, Pb 0.0258 gr, Te 0.1032 gr を 融合 冷却 せる BARI 
EME OAKS CHAE AH I=, 0.0239 gr の 金 粒 を 残せ る の み に て , 0-0019 gr 
の 減少 を 見 た め 。 ょ つて 鉛 の 割合 を 固定 し , テル ル の 量 を 増加 し て , 

No. 5. Au 0.0263 gr, Pb 0.0263 gr, Te 0.2104 gr 
ODE BE 22 BRT EAY Z 1c, 0.0264 gr DE RRL, F rLOAOD BMD COLA 
に 非 る を 知り , 逆 に 鉛 を 増加 し て , 

No. 6 Au0.0350 gr, Pb 0.0700 gr, 0.1400 gr. を 前 同様 に 虚 理 せる に , 
0-0318 gr の 金 を 残せ る の み に て 0.0034 gr の 金 を 失 な へ の 0 。 

WiC BR 22 < L, 

No. 7. Au 0.0223 gr, Pb 0.0892 gr, Te 0.1115 gr 即ち BREO 4 HEL, 
COBHICET SF rr MIN TM SIX, BU—-RELAEO, 骨 族 皿 上 
の 酸化 鉛 の 昇華 物 中 , BAIN L UCHR FSS IBNO, こ 
れ や を 定量 する に は この 骨 族 皿 を 分 析 す る の 外 な き に 至れ り 。 

LETH 212, 多量 の テル ル を 含む SUK % BRIE & SEI SDA 
AFED 75. BPR ATS OBR, ALF LOB EOEERLE GT UT, 
人 金 と 共に 多量 の 鉛 に 吸収 せら る ゝ に 至ら ば , その MLEREABRIL ED 
て 酸化 LES Bhd BARITNG, BPO OSHEL, D<S OME 
EERO SOT CIS EM 5 STARE RIT OT, 素 よ め 転 々 に 論じ 難し 。 

然 れ Eb, CUPHODEMMC CAD IHS 3 RUT, 更に 一 訂 重 
BEE BS SHEBNK k SEO RROGS 2 BAD ith, 筆者 は 更に 

No. 8. Au 0.0193 gr, Cu0.0193 gr, Te 0.0772 er. 


i 287 wt 2 eB RR K 本 22103) 


No. 9. Au 0.0218 gr, Cu0.0872 er, Te 0.1090 8r, 
の 融合 鏡 を 前 同様 に 試験 せる に , AUREL bt SRO PRLS LBS » 
膜 を 留 む る の る み に て , 金 を 全然 認め ざる に 至れ り 。 

素 よ 9 筆者 は 之 を 以 て 必ず し も 銅 左 の 製 錬 に 際 し , これ に 混和 せら れ た 
る テル ル THEM OD SOBKPMEVI 主張 せ む と する も の に HEF 。 
か ゝ る 場合 に は テル ル は 金 及 び 鋼 と 結合 する に 先立ち 既に 焼失 せら る ゝ 機 
GEO IE, 前 記 の 現象 は 必ず し も 起り 難 か る べく , 且つ 混和 せら る ヽ テ ル 
ル の 量 も , 鋼 に 名 し て 甚だ 少 か る べき を 以 て て , 事情 は 或 は 一 磐 す べく , 現に 
Cripple Creek の 如く , 多 量 の テル ル を 含む SHED, Hi t FEI PATR BS 6 
れ た る 事 宏 に 懲 し て も , 前 記 の 現象 に よる 金 の BKABAKK GSS Bits 
らむ も , ま た 一 方 に は テル ル の 一 部 が PRBS CHR CHIDO Plc Be O, 
銅 の 電気 分 解 に 際 し て 始め て 分 離し , BATE BSE t UT 使用 せら る ゝ テ 
ルル の 如き も, 主として これ より め 分 離せ ら る ゝ 事 換 に 徴 し , 金 と テル ル と が 
共に 銅 の 中 に 含ま る 可能 性 も 少な か ら ず 。 

か ・ ゝ る 場合 に 果して 金 に 影響 な き や 齋 や , これ BREA GE ORBERS 
ek SNS PUT, FRB ORO EUR LEB LD, 更に 定 際 の 場合 
OW TERT ATH SS Lo 

AlicH— COMRADES £.UT, これ を 防 が むと せ ば , 先 づ テル 含有 金 
RO PLR REOBAOM ¢ , MA OBA 2 UM AICT 7h PIS BOA, 
FM UOKEB BIER UK 0, ARORA ABC HH eM SBD», Dele IR 
PICA T 6 eHEELTSLo 


KAEO REO MLSE OMME IC LY CLEMAR SIE Vo 
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2M BBWE Enargite OUSRD 


met 3 SL ae GER 


試料 ABS DAR OBBIRIC THE 6 OOK. 試料 の (BIBL, 
一 部 分 を 1~3mm DK SIMS TOM & OMEN Bf KO, BSH OM 
く 粉 末 と な し 使用 せめ 。 ; 
SMT RUE Ze IRTAARIC IGE L HARRIE EHS SHEE ORS, 
ROMO HB 2k L, HORM IGEN 2B BOLI BERN 
BERET UCHR 4 ン を 除去 し, RIC RSRIC PAWEL, L OPMICHET, 
TSO DATE AEO TE 2 族 及 び 第 3 族 に 属す る 諸 元 素 の 検出 を 試み た め 。 
その 結果 は 漁 の 如 Lo 
1 BINED OC RMB A O LIE As 及び Cu (S) 4 


2. 少量 な れ ど る も 比較 的 著 明 な る 反 應 を ; 
EDDIE Te eh ee tn eae ow ee Sb, Fe, Mn 及び Ag 
3. REA CT BDIO RIE & BEd UICH+++-Sn, Co 及び Zn 
4. 特に 注意 し て 試験 せる る 検出 不能 な り し 元素 Pb 及び Ni 
CERT 


1. Se BUC 12 EO 無水 淡 酸 ナトリウム ROAR OMA PIR 
UT= 72 2ERYBA PICT MRL, NDR 2 HS £ SEIS oC ER 
し Na RU K ORGS YAR LIBS 5 WEI BR USB I~ BIE 
、 と な し , この 溶液 よめ Levol の 方 法 に 従 ひ マ グダグダ ネ シウム M (11 の 水溶 液 
中 55g の MgCl。 及び 105g の NHLC1 を 含む) 及び アァ シモ ニヤ 水 を 加 へ で 


1) Treadwell. Hall, Analytical-chemistry 1919, New York. p. 206. 
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© REL re oie > = = タム マグネシウム (MANILA 6 HO)%e 


MunroeQit Hic C JH) L800°~ 900°C Sn 

As,O;) (25 CPME O 。 

2. 硫黄 試料 に 10 税 量 の 過 酸 化 ナトリウム 及び 8 PROPER Tb リウ 
ム を 混 じ , LIROMBO ERICA 2 DMS, = 7H ARLE SCHELL 
WRG TRBELTH bY 9 4D 臣 類 を 溶解 し , に 療 め 臭素 を 飽和 やせ 
% ibe EPR 0-5 g に 謀 し 5~8c.c) を 加 へ 加熱 沸騰 する に FG LOI 
す 。 濾液 を 監 酸 に て 酸性 と な し 再び 煮沸 し て 過 有 午 の 臭素 を 除き , BSHOM 

く 臣 化 ペ リッ ム 溶 液 を 加 へ BaSO。 と し て 定量 せめ 。 

3. 銅 試料 に 濃 硝 酸 を 加 へ 湯 浴 上 に て 加 温 し 反 應 の 人 多く 終了 せる 後 稀 栖 
UC UIST (濾紙 上 の 残 流 は 不溶 解 成分 及び 硫黄 な 0 り ZK TAS 
解 成分 を 測定 せめ )。 濃 液 に 臨 酸 を 加 へ , この 際 僅 か に 生成 せる AgCl OYE 
PLR SARS 9 残 流 を 繰り 返し 契 酸 を 加 へ て 蒸 父 乾 庫 し 硝酸 イオ シ 
DAE < WEBS Bs ILO WEIR ISWE L PERE UC 水素 を 通じ , Siem 
BOT oF eV SLE HMEDE UTHRY LOIS o 沈 (濾液 は 鐵 
ee er ea 
ン を 可溶性 の 化合 物 Thio-salt と し て 分 離し 残れ る CuS を Rose O) sph J 
ひ 硫 黄 ¢ SEK kK BATHE PS TAL Cu2S と し て 測定 せめ 。 

4 アン チ モ ン 上記 銅 の 測定 に 於 て 硫化 物 の 沈 江 より 硫化 アル ヵ リ に て 
VAI HEY SURO シンチ モ ン の Thio-salt D7 vw) YERKIK sO 
酸化 水素 水 を 加 へ 分 解 且 つ 酸 化 LICK Arsenate Us Antimonate |= 
BRL, Kitt U CIAO HO. を 除去 し 河 石 酸 及 び 臨 酸 を 加 へ て 酸性 と な し 
マグ ダグ ネ シウム 温 液 及び アァ シン モ = マ 水 を 以 て 現 素 を MgNH』4AsO4・6 H50 と 


1) Treadwell. Hall, Analytical-chemistry 1919, New York. p. 27. 
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UTE Cb UIT 5 濃 液 を 夏 酸 に て 酸性 と な し 硫化 水素 を 通じ 生じ た 


> 
ぁ Sb2S。 DiUeRVe DOU MILE AED, Hens OWE RIM 


気流 中 に て 280°~300°O に 加熱 し Sb2Ss CR UMEL YO 。 

5. 鐵 第 83 項 銅 の 測定 に 於 て 筑 二 族 諸 元 素 の 硫化 物 (CuS,As;S3,As2S5, 
Sb.S3, SboS5 等 う を 濃 過 分 離せ る 濾液 を EU T 硫化 水素 を Tk せしめ 
51 SMES MAAR LTH 200c.c と な し 冷却 す 。 冷 後 Cupferron (Nitroso- 
phenyl-hydroxylamine-ammonium) の 8 六 水 溶液 を 稽 々 過 腹 に 加 へ 生成 せ る 
沈 潤 を 濾 別 し , 充 分 水洗 せる 後 衝 アン モニ = マ 水 に て 洗 浴 し 残れ る FeCOH)3 
FeT HO MM < KAAL Fe2O0sg と UTR EWEL OD 。 

6 マン ガン bat Cupferron に よめ MB eAHEY S 濃 液 を AERC UT, 
Cup ferron 及 びそ の 分 解 生成 物 を 除く 急 に , Bec の 濃 硫 酸 を 加 へ 加熱 し 殆 
A ERAS BIE G LD, 水 に 溶解 し 濃 過 し て 淡 質 物 を 除き , DART - = = 
ッ ウム 溶液 に て 中 和 し , 醍 酸 を 加 へ 酸性 と な し 硫化 水素 を 通じ て コバ ルト 及 
ORE PUL SY UD IES. Be 7 pv EHV KIC TT rd VIELE UB 
(Citi t kash Ove Wee eO 硫化 物 と UT TY LO, c OVI 
DWE HAT & CuS の 如く 硫黄 と 共に 水素 気流 中 に て 加熱 し MnS と し て 


— 浪 定 せ 0。 


7. 銀 , 鍋 及 び コ バル ト 以上 の 諸 元 素 の 他 に 銀 , BROAN b RYE 
む ) を 分 刻 測 定 せ る も , これ 等 は 何れ も 0.01 錠 以下 に て 痕跡 と 認 む べき 量 な 
0 し を 以 て その 測定 方 法 を 省略 す 。 

DS LUM EE SAMO KT IAB HT BOT, Enargite 
DAK tH BAUS, 硫黄 及び MO MICK 1 用 OF > F eY~ ROP RORMR 


1) Treadwell. Hall, Analytical-chemistry p. 218. 
2) Treadwelt, Hall, Analytical-chemistry p. 840. 


び マ ャ マン が ガン を 含有 す 。 猫 ほ 第 一 表 に は 是 等 諸 成 分 元素 の 原子 比 及 び CAs, 
Sb): (Cu, Fe, Mn): S の 比 を 附 記 せめ iD 


第 ー R 
fe t ic ER = | 
[ wt. % a eae atomic prop i. Bea 谷 i 
As 18-13 0-242 |\ | 17.12 15.89 
. 1.00 
Sb 1-23 | 0.010 |} ee TAS bose 
S 32.84 | 1.024 1-024 4:06 | 32.94 | 33-75 
Cu 47-85 0-753 | | 46.48 46.89 
Sn tr gern: CS 
0-759 3-01 
Fe 0-21 | 0-004 | | jah chee 
Mn 0-11 N02 LE A NE 
Co-+Zn Cr ere i tee A ee ee eee 
Ni OC callie erence gl ee et et) Me eae 
Ag ty Ma Stormscale aS eae eee 
nb MONE Rly Sse Se Ie Ws eee | gees 
Insol ORES 2 ok arse 9.21 3.32 
Total 100-55 99-59 99-85 


4 BBL Enargite に 就き 既に 2 種 の 分 析 あ り 。 その 一 つ は 余 の 分 
析 の 結果 に 近 き も 他 は 大 に 異な れ り 。 こ れ 等 2 種 を 第 一 表 に 億 記し て 参考 
だ 供 す 。 

AED DI EK LEP OP CPB OFF BAW OX 
分 析 の 結果 に よれ ば , HO WAG Flt a= 6.39 A, b,=3.68 A 及 cp=6.15 A 
に て , その 比重 を 約 444 と 取れ ば 早 位 格子 中 に CCu Fe, Mn)s.oiCAs, Sb)1o 
Sse な る 分 子 式 を 以 て 1 分子 存 在 す 。 導 に 本 分 析 の 結果 は X BUPMTO Ki 
果 を 滴 足 せ し む る を 得る な り 。 以 上 の 理由 を 以 て 本 確 物 の 純 橋 な る も の は 
CugAsS, を 以 て 分 子 式 と 決定 する を 得 べ し 。 

BARGES SARE は 神津 教授 より BPG i Sb OKO, HORDE 
UCM 5 UAE O 1 Oo HCA THT 0 


bles 
BS 
に 
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BU KWH eARUAR OBI 


maps IE RE BE Se BP 


sitesi aE BORA MMNC ILS S 恵山 火山 は , その 活動 の 歴史 明か な ら 


DO TED BASE BLO — tC, 恵山 は 古来 よめ 硫 黄山 に し て , KER 12 ERE 


32, Bes Ae FKL, 怪我 人 多く 出し 云々 と ある 利 , HRTONB— 


覧 に 見 ら る ゝ に 過ぎ ざれ ども , Bro (5 BUI OMSL & 0 ALS fia 22 


し , EMO e BL. 
AM ONWELC HET I, 明治 年 大 日 方 順 三 氏 の 記載 あめ , 氏 に 探れ は 
恵山 は 二 重 火山 に し て , 北西 十 側 に は な は 外 輸 山 の 一 部 を 留 む れ ど る も , その 


東側 は 中 央 火口 丘 の た め に 破壊 せら れ , ARNEL GS, これ 即ち 狭 


BEOMIUIC UT, 最高 597m に 達 す と いふ 。 
この 燃 岩 氏 を 形成 する は , 淡 族 乃 至 淡 赤 妨 色 の 石英 複 交 石 安山岩 に Ce 
WCE 4~5 mm (HES 4 AROMA BHT 9 


ASESCAEBIBA Ic & HEARS PUEEBOE. Cplagio-liparite) ic LC, LA AKICHE 、 


Fb SMA OURBRSE te Vg COMED AN PIC SABRIC FE ARIC LT, 
特に その うち な なほ 活動 力 を 保つ も の は , 本 火山 ある の みな り リ と 。 こ と の 意味 に 於 で て 
吉山 火山 は 東北 地方 に 於 ける 第 三 FLD O BAF LIL SSNS PLS. 但し その 
RBM 07 HFC ょ よれ ば , BURFI S EKA BOE k URED, 


1) KA AIK, ALAM BA, AO BE; HWAEeESE, 第 3 年, 399 A, 
CHa 44 42) 

2) B. Koto,Jeuri. Ceol. Soe. Tokyo., Vol. 33, p. 26, 1916: 

3) ERREI—, ASEM, ARAB — HE, 昭和 4 年 。 


Ree ee yee ye een y ee 
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teleKE te S GEIEA & ES 


ANE MOAT, 大 部 分 な ほ 新鮮 に し て , BRIS RENE Lobe 


の 西北 側 は , SOOMBLC NE KOT RULL, < OW M— THM S 


BILD IBM Oo AOL OMAO 作用 に ょ よめ, ZORMI BACHE 
PHILS UT, WARE EERE L, HOD NAO ABRME STII ー 
UZLO RMI BANE BHR SPL 9 。 3 = 
然 れ どる も, DY< Oi S12, WAL ILE, ATA MW OUI TIES 
ら る 現象 に し て , 殆 ん ど 特 和 集 に 値 せ ず 。 然るに 恵山 噴気 孔 中 や ヽ ゝ 特筆 に 


AGS Bld, PA BED Bh HN K ROBIE GS SS SOU UT, 硫黄 と 
FCA ROMMEL RUGUCMBEUMLOS HSL», この 爆裂 火口 と | 


— Nh 2A, その 南側 に ある BHEO SBA PIL S Ss BBO 


PREY 6 


HiD 5b, WEEE HSU t ORTH 2k B MERITS O Bh 2% L, AR VEE 
OBA ESE 2M L, HOMBRES Oh, ABBE CML 


| 時 に は 之 を 交代 せめ 。 こ の BREA IL, BP BaP 7S tS ELAS A 


ども , 一 部 は 硫化 鐵 固 有 の KH he BL. ROMS 8 2% TAMRKCAD L 
TFL EaVKEUPMD RE, RRL ORMM HVE THE L, kK 
を 焼け ば 硫黄 と 共に 燃え て , TREAT OMB A & (LS SLIT, SZ HE 


BG LBUNS, CORE AS SMH, GSH TGMCML, BD も melanoco- 


Vite の 苺 を 保つ も の と 見 る べし 。 こ の 種 の も の は 宏 中 に 於 て 容易 に 酸化 し 
HeERODE et CU, Hb sus ERD O, 水 に 溶かし て ァ ン モニ = ャ ゃ 水 を 加 
ふれ ば , 暗 線 色 の 粉末 を 生 ずれ ども , AB UT 酸化 すれ ば , AH ooh 
入 色 の 水 酸 化 を 生じ , また 芝 に 臣 化 バリ ッ ム の 水溶 液 を 加 ふれ ば 直ちに 白 
Bite ES SWC, HELO —FE bee Lo 

HER CAS2S 3 ROUSHEACASS) Ik C2SN EO HA ORMER ORAL 
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と , 二 硫 化 浜 素 に 溶け ず , アァ ル ヵ リ に 溶け て 酸 に て 再び 黄色 沈 淫 を 生ずる こ 
tHe KOT LBW Ga, EL UTMELO HERR OTRO BABO 
Ze & BBS VE BME AVG LEI BL EL, Ds DMAO ELS 
HS US BAL, CRW tC UCB 4, BRA RUA OBtin tA 
JEL IL, COME VERT SE Ss KBB LAL, 僅か に 多少 の 絹 雲 母 様 物 
Bret: C, ARORA DARBET 6 

< O first he ROR RMA PRO BBSEAC IS TIL 5 TSIM & HDT HE ¢ 
一 致し , た ヾ 硫化 鐵 以 外 に 於 て , MOR BRULEE ZUS, HO BBS 
重 卓 石 を 件 は ざる の み 。 然 る に 本 硫 気 孔 の 南方 凡そ 100m に て , THA, 
磯谷 間 に 下 SEAO LCA, BIA HO SMMC ES — FHC Mk, 多量 の 
A fete ti じ て , ABO ba Ze MBIT AEE MS HO. BIBLE 1 cm BiB 
DRUK WK, 度々 多 敷 集結 し , FEO CA OBERT TC 
FES o 

oO EAR it, 下 と し て 非 品質 粉末 よめ 成 れ ど も , EEA RKO Ge 
BA, GRALOME Faves, 前 者 は 屈折 牽 1.473 UT, allophane に 一 
致し , 後 者 は 一 軸 正 曲 に し て , 屈折 卒 最大 1-580, 最少 1.569, よく newtonite 
CAL2O3.2 5iO2.4 了 L50) に 一 致す 。 LOKLAMERD, 恵山 石英 安山岩 の 一 
部 を 分 解 し て 生 ぜ る こと は , その RARE TS A PRM LICH S 現 出 短 態 に よ 
D CREO PRLS Lo 

DERE 75 % Di OL AKER IL AR BR A is CEB 28 SGT UES, BEES HG 
土 等 の 成因 を 論ずる 上 に 好 個 の 資料 た る ベ べく, 特に AIC AE BUR 
硫化 鐵 が 容易 に 酸化 し て 可溶性 硫酸 織 を 分 離す る BEOMS, 黒 確 母 液 の 
末期 に 於 ける Mew C, 或 は その アァ ルル ヵ リ 和 性 の 中 和 に 基づく 硫化 確 物 の 
Voie BS LC, 興味 ある 一 資料 た る べし 。 
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a #6741) 


TB Ritsaa 


5236, Miwkiy portlandite, CaCOH)e 
Tilley, C. E. 


Scawt Hill 産 larnite=spurrite rock /<c RE 
件 を る afwillite oi A fr HRA IK FE ASG 
BUR O $8 th & ESL WATER 
せ ざ れ ど る も , 柔 軟 な る HUKGA Elz LIC 
KES UV, 硬度 2, 比重 223 63, Big 
MEARE LC RUA © = 1.575,¢= 1.547, 
な り 。 WUE BA MER DWAR LIK KY 
な る を 知れ り 。 以 上 の HYEMIa Ashton 
及び Wilson pig & o ZB Z CaCOH)y o 
人 工 奏 面体 品 の HBV BIC 合致 し , 同 
時 に こと の 結果 は X BRAYIC GME REV, 本 
BD FEAR ME CFE AL BH RUS] d> Ca gSiO 4 
Carnite) の 水 和 作用 た にょ り 生 じ た る こと 
を 示せ り 。 他方 CaCOH う 2 化合 物 は 普通 
ポル トラ ンド セメント の 水 和 成 生 物 と 
し て 生ずる た め あめ 著者 は 本 硫 を portlandite 
と 命名 せり 。 (Min. Mag., 23, 419~420, 
1933 う (吉木 
3237, New Zealand, Shotover Val- 
ley の 石英 白雲 母 片 岩 中 の piedmon- 
tite Turner, F. J. 

Shotover ja} rp D Htp OFA LEA A 
中 に 多量 の Piedmontite HV) _ AAS FLAK 
の 結晶 た し て 長 ミ さ 0:5 mm KET, SE 
性 は a : Clear canary-yellow, B: very pale 
amethyst, y: deep purplish red た に し て 強く 
Absorption は y>a>8 lc UT, Bld DIC, 


行 な り 。 yellow~pale amethyst の 人 を 色 株 
ある も ゃ の に は positive elongation に rs 
y:dcep purplish red の % の は negative 
elongation な り 。 axial dispersion は 強く 
Heth 角 は 90°C GF し 。 (Min, Mag. 23, 
416 へ 418, 1933 う C 渡 邊 新 〕 

3238, TE PIMEV SRE ARHNS265 
BR, 

3239, Gadolinium AUS Samarium 
OMEOLAMOBEIIRT Pabst, A 

Gd(COOH)3, Gd(C2H302)3-4H20 
Gd(CH 3:‘CH2:COO )3-3 H20, GdCCHg 
CH») COO')3-2 H2,0. Gd(BrO3)3-:9He 
O, Sm. BrO3)3:9 HI20 等 の 化合 物 に つ 
CH ERE © BE & fe L, IC Se. 
FEPIES OFLA TIE $V Vo 
(Am. Journ. Sci. 26, 72~79, 1933) 
CURSE 1) 

3240, BL RSMERMORA 

AS HH 3266 227K 0 

3241, Wohlenite の 化 皇 成 分 。 Goss- 
ner, B., Kraus, O. 

HK ORBAN OBO IC TE 
Wohlenite (4 BK & RMT る に 足る 
(KBR eB. CLM TV a. 筆者 等 は 
X 線 的 研究 に より て zxM を 求め 之 を 中 
Be LCEOIELAbBAL KOA LH 
り , Kjed, Barkevik 産 の 良 結 品 を 用 ひ て 
AOS Ah SL & Rod eek VY EM SR 
{iF DAZE au=10:80, b= 10-26 A, 
c=7.26&, B=109°3' ac: by ; Co= 1.0526 
:1:0.7076 な りき 。 その MRE IL Cz 
及び C3n の 何れ か の 中 結 品 の HK V 
C3n と 決定 し た り 。p=3:44 ょ り zxM= 


op 抄 


oe #296 


. 1570 な れ ば z=4 と すれ ば M=393 と な 
Y, z=2 と すれ ば M=785 と な る 。 tic 
AHEM L-COSIO 42 CZrF)Cas 
Na (2ApiO Ht Uc HBSS 
と を 知れ り 。ZrF は NbO に て 40 Mol % 
以下 に て 置換 可能 な り 。 結 上 品 構 造 に 闘 す 
ZAKS BL~K VU, CZ. Krist., 86, 30 
8~310, 1983) 02) 


3242, AIBEE TORE ARI 5255 
ZENE 


= 


3243, SRRRRMORRAS Hof- 
mann, W 
SboS3 OF MAE 2 IN HU 


Weissenberg 法 に より て 決定 せり 。 そ の 
縦 方 早 位 格子 の 大 さ は 

ao= 11-20 A, bo= 11.28 A; co= 3.83 A 
に し て , Sb2Ss の 4 分 子 を 含み その 空間 
HaVa な りき 。 そ の 座標 は 
SD v5 Y. wv’, 4s w+, Ww 
+% Wy, w+%, V+, %. 
4Sby? wv", 345 wv” UR, WE 
Bes Bs VY, 
Wray Wy AVG, Of ere et 
4Sm:us, v3, 45 
に し て その Parameter は 


= i = Uj = 
0-328) 0.039 0-883 3 0 0.439 


| 
| 


lo. idol 0.047, 0-125 : 
ir) ARE AAREIC BS cia Sb」 は 450A, 
OPES I CHAI HIE BB DOS 原子 
2 BEL, 4A 迄 の 距離 に て 隣 す る 4S EF 
ふれ は 7S OMAR, Sby は 赤 3SC2:88 
A, 267 A 2.67 A) と 2SC2.83 A) に 接し 


i! 
4A 離 れ た る も の を 考 ふ れ ば 7S cH 
EB MeL DC Hho F hq ic-Sb1-S 
-Sbi-& U-Sbj-5-Sby-OFF kV EMS tr 
CSb4S¢6)n Oi RTE BE Vo 8 

BisSs (tao=11L-13A, by=1L27 A, 
c=3:97 A KUCt OFF ABELL E 
Sb253 ae し て , 之 に つき て も その 
PEPE LIER CHRE LEV. CZ. Krist., 86 
225 ~245, 1933) ALD 
3244 Euclase HBeAISiIO;s OM Ris 
#&  Biscoe, J. Warren, B. E. 

Euclase mp) Hr BNO C AER OT 
4 VEL BARD X © MLR 

a= 4-62 A, b= 14.244, c= 4-75 A, 
B=79°44 ic し て , 4 1BeAISIOs を 含み , 
APR Con な り 。 更 に 該 小結 品 を 用 
ひ て oko の 反射 を Bragg 法 に て 正確 に 測 
ELT, 座主 の 決定 に は 普通 の cut and 「 
try method & JOR Vo AHSEBICHC 
は 各 AlI は 50 と ょ (OH) うと に た に 圏 れ て , A 
骨 の 中 心 に た あり, 各 Si は 40 KE VCH 
TASH) Chey E a, H Be (4 30 < と (OH と 
kU COMAAICIE So LCORF 
PRESS HEU CKRMEV, CHEVUHE 
せる 値 は oko © TRIRBEL KC BL 
yo CZ. Krist., 85, 292~297, 1933) 
Crane) 
$245, FesOs の 格子 便数 に つい て 
Rotzoff, S., Ott Emil. 

Fe20s oF FMRI fA % KK AB 
KV, MbEMRO 如 Lo MERA 等 は 特 
CYER L CPB 2 BLL, Debyc-Seherrer 
Camera & SUC fifi NaCl & PME WAE し 
ct FeKy Do HRI Oa, 線 た に つき て 


sli is Horny nil ey Te 


Fears 
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a, a 
Stnukturbevieht 5-425 55°17 
_ Passerini 5-438 55° 6 
Brill 5-429 54°58 
Reece) | eee} | seer 


計 邊 せる に , 231, 420, 532, 400, 521 線 に ょ 
つて 在 均 せる も の は a。=5.4130A, 5.413。 
A, w=55917.57 ょ な れ り , 更に その 試料 を 
層 元 LC, 純 鐵 に た つき て 求め た る twit 
a =2.8585 A と なり て Mayer の 値 2.859 5 
AC2.86106 A を NaCl の a =5-629A wv 2, 
43 5.626 A を 用 ひ て 換算 で りう と ょ よく 
—ELEY., . Krist. 86, 311~312, 
1933 う [高根 〕 


BaBk KUe 


3246, SY v24 FORAROLOSE 
Landes, K, K. 

Miamt LCXNF x24 b OPE, EMR, 
BAG AENEE tx, マゲ ケッ マ タイ ト と 
WEIL BEES S te Y O BEA & B SE th 
Bic VL OEE NAV, MAL 
aqueous Hf £ igneous MIC KI L, Bic hij 
者 を lateral secretion theory, selective 
solution theory jc, 後者 を viscous magma 
theory, aqueous magma theory, hydro- 
thermal replacement theory に 人 分類 し , 著 者 
は 此 最 後 の 謀 を 支持 せり 。 ペ グマ タイ ト 
の 人 分類 と し て は , Harker, Palache に 依る 
ゃ の を 基 と し て , 酸性 , 中 性 及び 規 基 性 の 
= 2% L, Hic hydrothermal replacement 
DAAMIC EV CLO BE complex と 
simple (cH, HZ BF CMA Vo 


8k #b 6943) 


(Am. Min., 18, 33456, 1933)( yay BF) - 
3247, Mount Devon #440448 
RUBS Muilenburg, G. A., Galdich, 
Sos: 

Mount Devon 岩 脈 は PERE > tS 2 
LCHA せる も の な る が , そ の WILE 
RAO Kis, H BEAK HBC HS 成 生 せら 
れ た る も ゃ の な り 。 Hi UCHERALS OF 
KREUK & 3 ORK VY SOOREE IC 
Pad DS 9 THERE IC SLA BS HE 
ind 43 LO xenoliths ZE fig PH} @wall rock 
wWSENSET UCHR AE ile & Ve S 
も の な り 。 TRIKE Ms S uralite, 絹 圭 
EL, RVEAT, EERIE OSL D Hi, DED 
は 草 灰 長石 , 輝石 , GeO, VER A, SPE 
RRL VPA br L&LORY , Pte 
化 は 熱 水深 液 に 依り 行 は れ し ゃ の と 考 へ > 
So BRA PEN LB RLARBEIK AE IC PS CHE 
SAL KREME, MBE そら 
れ , KK の 富 化 を 示せ り 。 主として HEA 
より な る Pseudo-amygdules は 一 次 的 構造 
と LCR Vo BATE IL A IRREA © 
HAA & Bx bar, OVNI BUCA 
OMe SEM UPB bi Leo ek 
考 へ ちる 。 (Am. J. Sci., 26, 355~367, 
1933) Cy BF) 

3248, BAOLS DH MSAK 
を 用 ふる こと Guther, C. A, Miller, C.C. 

GH OMB DAT BGS CLUB の 
時 間 を 要する が Hic, SEVIS 用 ひら 
る る 試 量 の 十分 の 一 得度 の も の を 肌 ひ , 
分 析 操 作 に 要する 時 間 を 短 繕 すべ き 方 法 
を 種々 の 岩石 に つき て 試み た る に , 相 営 
正確 な る 結果 を 得 た 9 。 (Min, Mag 23, 


紗 70<4 め ip 
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405~415, 1933 う (渡邊 新 〕 

3249, 三成 分 系 CaO : FeO: SiO2 
ARH 3264 ZAPF o 

3250, Southern Quebec # Meta- 
basalt に 起り CAB BAHL Fairbairn, 
H. Wis 

Memphremagog ji] py eicb SB Meta- 
basalt に つき て 化 BME TO, 玄武 
岩 の uralitization, ankeritization に は 主 と 
し て H20, CO2 Offfine Birk 3 & 
WV, COPE uralitization に つき て 
は 度 に 知ら れ 居る と と な れ ど る も , ankeri- 
tization に た つき て は 来 だ 知ら れ ざ り し 所 
な る さ べし 。 HO BME IK BR Td, MEO 
換 は 少な か り し も ゃ の に し て , そ の 作用 は 
endomorphicyc し て,uralitization 2 calcite- 
chloritization 2 C#ESF SIA RoOp MICH 
て 起り し も ゃ の な る さ ベ し 。 (Journ, Geol. 41, 
553~558, 1933)C 渡 邊 新 〕 

3251, Derbyshire, Buxton 附近 の 
tholiite 4) Wolverson, F. 

AB RIt Derbyshire に 於 け SABO 
石灰 岩 を GECAG SRL, tO FHL 
 xenolith と に 硫 り 興味 ある も ゃ の な り 。 
Derbyshire » 7ipett a A ia et, 凝灰岩 
sill, Je AES HEN 3 APR E LC ORE 
AFIS Hed T HI VL sk, 最初 に 岩 
MRO) FICHE NS, 次 に その HRY 
MRO R GO 化 皇 成分 を 掲げ , 叉 その 
地方 の tholeite 44 2 Hee LC 4 O 導入 時 
期 た に つき 述べ , 最後 に 含有 もせ を る xenolith 
OBA MRR & FU, その xenolith の 
HR ICD & FAVE V  CGeol. May, 70, 414 
~422, 1933 Cy BF) 


3952, Malvern, Warren House 
Series DSB ABP Platt, J. 1. 
Warren House Series it 432% 2 Ic 
BAYS RHO ARAMA, keratophyre 
spilita oak VIR Vo AIHA 


ば 小粒 質 micrographic 構造 石上 若 を 有 し 


夷 品 と し て 石英 , 正 長石 , anorthoclase, A} 
長石 等 を 含有 も を リ り リ 。 BHORRAL BRE 
wb, MHERH SLO ALORA 
前 成分 及び 有色 成分 に LT RARER te b 
TWN BAH Le eA xT REI 
強大 な ら ざ りき 。keratophyres (tt し 
CHS A DIF Hh XU Ze 0 ALI 
HEE BY VY spilites は ょ り 載 基 性 に 
し て sub-ophitic #836 % ar L, WA の ある 
も ゃ も の は 野外 に 於 て は pillow structure を 
時 せ リ 。 keratophyre 及び spilite は 叉 諸 
ALE EO RA HL eet o 岩石 中 に は 
dolerite の 導入 あり 。 そ の 一 型 は ophitic 
dolerite に LU CMBRALBSHtVU, tho 
型 は epidorite に LC, AIH & と る RAE 
を 蒙 れ りり 。 (Geol. Mag., 70, 423~429, 
1933) CW EF) | 
3253, BMESIRPICHM SHRIEROW 
Sanuk Nockolds, S. R. 

酸性 岩 此 中 に 於 ける TRAEAIL, < D 
AIP IC AA BIBRA CBE Ie OA 
係 を 有 も を り 。 上 引 侍 揮 紙 成分 の 主 作用 は , 
xenolith 2 #ag £ Off] o low viscosity の 
媒質 を MEF SCLEKS.V, Uc 物質 
は その 媒質 を 通じ て 比 潜 的 自由 度 を 持ち 
PRR LI 5 So xenolith L Of] SRT 
NE OP RTE LTA HES EK 9 
% DO AMA YG YIN L BAF IK S 3 Hn 
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: #71045) 


xenolith OPRAH & Bet b LY SIC 
SVo HARM CK UGS bh LRA 
WEAR K VE MS SHICHAL DS, 
然 れ どる も 物質 は 叉 機械 的 の 他 の 方 法 に 依 
DCS BARI K VTE S_ VJ. Geol., 41, 
56L~589 1933)C yap BF) 


& ik wR 


3254, BAER O7KSR CHET 
house, W. H. 

KEM * ARR PICA AED SSBB 
の に し て , 著者 は か ヽ る 三石 に つき 水銀 
OS SRBEP IWS TC OAKES EES 3 DUK 
の Type “cH AA UG 水銀 の 銀 中 
に 於 け る 割合 は 単に 一 個 の sample 中 に 
率 で すら 部 分 に よ ょ っ て 異な る 事 多 く , 一 
盤 に 水銀 を 多量 に 含有 する 銀 ア マル が ム 
は 左 砂 叉 は = コバルト, = ツケ ル の HP 
EPS BR BIC BLY bi, 2ZEO BK 
(£44 basic igneous rock } VY 7b |B 
く x も の な り 。 WEAKMMIBIIL hypo- 
gene origind 4 DIT, Hb ¢ hypogene 
solution Ck Y CYR EHE SOIC 
SCLEMs OBE VBE V, (Am. 
Min. 18, 295~299, 1933)C rH HEF) 
3255, ASAE EORALI 
low, C. 

A (LAG STR ASR tL LC RTA 
SUR IC BME FT SNRIB Southeast Misouri 
WAL UR SRBAK OX CHAE Vo 
BORSA ~PbS+20,>PbSO4, PbSO, 
+H»,CO035PbCO3+H2S04 の 反 應 に 
kV CHINE Ae AT SB OIC 
Lt, COMA & FAURE Ic BRU CHA 


New- 


Swartz 


SNPS GEERIODE XK V BM ZRRELT 
AEC SBE WR VS (Am. Min., 18, 
174~175, 1933)C tp BF) 
3256, PROPMABCKRT AVIS 
Wk OSU Ic BA LC 基 治 革 , RAR 
ABAK DL, BRASATE ONKOL, ERTL, PROG, HR 
BH, GEAR, BK, BME ic BAS S ef © hee 
SEC HEC BER UV, CEO Ob RKOD 
Ai IRE D ARCLIK BEC HPAES AelE, DHE 
D TAU HEE BE BB S MIC BAKO 
存在 を SLSR Kigdhic 多く し て Hic’ 
tr SAMS, Zit 主 と し て MMAAR 
産業 の BAK IC に よる も ゃ の に し て , 特 來 更に 
増加 の 傾向 あり 。 太 床 は と こと れ を 大 別して 
JEMLO AEN, EDK, ERO 3 つ 
tte L, ARIK RLBBO SRK L 
CHAM MBRA UV, © OBER AIC 
Bij SSA Mi AE fit eS Le 
する も の に し て , 稀 に は BMALAHS 
中 に RIES SY AS DS V TC, HAE RHEE 
は 中 生 代 な る べし と 思 は る 。 MAAR 
BEL L, Mic MRA, BA SEER & 
Btro BAP & L CILRe ATR, FIT, 
PARESA DE, DENCE, WEORAL TRE & FEO, 
FW SAK, A ERO BE OR, HEAT SE Aa 
Mt AK GRORE EPS YELBV 0 LZHO 
Bite Mit & 人 金 と の 開 係 は , 一 般 に 非 結 品 
LD FW BEARS GATES S Wi IK Uh sie 
DO ATE. , MSAD GRD ML (EH 
BONDE E FES HEIL ZL OBA I 
PR IC BERG hh © DER GOR & KATES STK 
Wis 含 金品 位 最も HSH AY Vo 
PERGDE RIC BS S % © (LAGER DH ME WG 
KB UCHR HAE OAIRA & AE lid zt & 
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bie 線 300 


D SERGE Ic WER し , —A NY IK BESO, BES 
Bi, ROME, MTA, TELA, enw, 
PAB SN BR De HES oh DRE & FES TC OBE 
DORR 4 DILRPBREREM te Vo 

DBI S SHEE S WF DBGEIK TEES 
る る る, 一 般 に は 南 鮮 地方 に 大 規模 の も ゃ の 
AL, これ 北 鮮 地 方 は IAS 《 し て 風 
化 作用 繧 慢 た LC PRGEAR IC LC BEC FAME 
地方 は 乏 に 反 し 風化 作用 烈 & AE hide 
《 し て 湊 流 叉 絵 な る 劉 め と 考 へ ちる 。 
CHASE, 49, 361~369, 昭 SCH EFI 
3257, 2HOWR 岩崎 重 三 。 

BALE EB D WR WIG BR OD Fe 0 
CAE, FRI, BROKE, REAR, 
SBIR PUBS ic & Cc SEM L, 金 粒 
の 研究 の た め に は 更に 初生 及 次 生 の 金 粒 
DIA, CRLOK* & GORE, CEM 
D RAE IC HE CHER BS (日 本 鐵 業 , 
49, 488~498, 1 8 Crp EP) 

3258, Be ROMBIA A PARA 

RETR D PIELIL AAR © HAO Bs 
を 明か に すべ きも の な り 。 

CD) BERS ACMI HEA, DA, 3) 
DUIS OLR S , 特性 , 土砂 量 と 性 質 , OE 
Bom, HEA, ORM > tik, KOA 
無 ,⑤ う 燃料 , 動力 , COBH, Wo Hz 
7) 土地 の 高低 , BAO A FER AH OTE 
(SFR, (DERE © FE, 費用 , 10) 
Bila OE {, BEES 9 

以上 の 調査 を 行 ふ た め に 先 づ 基 土 地 の 
PUM] & (EY, WIRD BAAR ED, Bel 
Zhe DIE & PERS Se DICIFR & HHS 
か 叉 は ボー サン グ に て 土砂 を 取り 基 含 有 
Be i SAR ORLY yo 著者 は その 


た め に 試掘 位置 の He, FARR BE 
法 , MHEK KSOMBRK, Kt LRM 
用 , 調査 報告 書 , EMER See iba 
SCR CHI 6 So (ARMAS, 
49, 454~465, 1% SC BF) 


A ch fe i 


3259, アス フ ア ル ト 硫 床 の 成 因 
sell. w. L. 

西部 Kentucky py AZT nr b BERS 
米 國 に 於 て 最も 多量 に 産出 する 万 に た し て 
Eastern Interior Coal Basin DP Re IC 
位 し , 石油 及び RUM TAPP Ab 
と 同一 層 位 に 衣 見 せら る くき も の な り 。 ア 
APT HM PRMKOA=0%6 OK GB ICYy 
ふ て BEF 2%, fect Ht aR 
ie CHEF SLORWMV, MUCZLHOTA 
7 Te b BRR EAS ae I FS © Ary 
KORE am CU % Sh ¢ , Chattanooga shale 
ょ より 由来 そる も の あ ら ず し て , GHry 
ふ て 敷 嘩 移動 そる ゃ の と 推定 を せら る 。 th 
BEB UBT 3 BMH OAN 
BUS ATT W b Lee AR ICI CW o> 
な る 如く , Chester 源 青 岩 に 基 根 源 を 有 す 
る も の とくと 信 ぜ ら る 。 (Econ. Geol., 28, 
571~586, 1933)CAAI 
3260, 日 本 産 石油 の 一 般 成 分 (第 4 HD 
FRE 

本 報 災 は 新津 油田 原油 を 常 礎 200°C 3 
AAD EL SRE ICME F ie CHM 
L, その Fee Oo & 性 駄 組成 を 試験 し 
た る 結果 な り 。 その 結果 にょ れ ば It 
の 深度 に ょ り て , 原油 ょ り Hee de 
の 組成 た A LS HEBD V, PERE の 小 な る 


Rus= 
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YH R4, HAR. 25 170° 以下 の Be 
油 が 芳香 族 少 きも 170° 以上 の も の は 著 
し き 増 加 を 示し, 主 成分 は ポ リナ フラ フ テ ン 
KUT, CizH22, CisHe1, CizHss ょ りな り 
深度 の 大 な る 朝日 R. 17, MAAR. Lit 
チ フ テン を 主 成 分 と し CiaHss, CisHa0, 
Cig より な る も の な り 。 Catt, 3, 
1320~1349, 1983)C 和信 木 〕 

3261, F¥VAORREM Cotner, V,, 
Crum, H. E. 

KARR iz Oklahoma の Beckham Cou- 
nty k Y Texas の Mrore County に 延び 
更に Kansas の Morton 及 Stevens Counti 
es CBS WE HEM S HIBS 
れ , CO BM F200 WE LI 5~40 mE 
CBt SRK LUCHHETSLO 
te Yo Wit Permian 及び Pennsylvanian 
age OJ k V FEL, TORMORK 
Amarillo.Mountains 2 し て 知ら る \ buried 
mountain range KAAS \ ZHEOMW 
jt © HER OU F8 Hh IC HBAS S % Ot V 
cD RT HE Is 1984p ic HSL tec HK 
Keun 1c BER UBLAE IC PS CS BE IC & YL 
接 Chicago に 運送 し 工業 用 に 使用 そら る 
Lori, BPH AAMC R CMA BH 
ER, RUORD, KORA RUM FIC 
就き て 詳 流 せり 。 CB. Am. A. Petrl, Geol,, 
17, 877~906, 1933)CAASI 
3262, HH ROMA Wilde, 1. D., 
Lahee, F. H. 

SEAS (LTH IC HSC Ai LK OAT % 
場合 及び 石油 L RMORMT SUE 
Uh FEB IC LAN te SBE AT Te 
PICM SA CHR Yo HARRI ke 


(ZER~ IC HORA SBS 
ABUICHER XC AH SIRS SBE ET 
き 事 を 知り た り 。 MSMoMNs KICK 
Clty kU 51% OPRIAKS V, RYO 
BE Kir SBS UE 22% に UT, Kast 
の 方 向 た 集中 す る 傾向 を 示す も ゃ の な り 。 
光 粒 粗 粒 の 陳 層 が 互層 する 場合 に は 水 の 
移動 が 粗 粒 層 の 方 向 た 著 し く て なり, 人 午 玉 
Woes 場合 は 特に 念 泊 と な り , RCA 
WHORL eSR’.OURV, 即ち この 
祝 験 は 油田 油槽 中 に 存する 娘 其 及 水 の = 
ネル ギー 如何 に 有効 に 用 ふ 可 きか を 示し 
た る も ゃ の な リ 。 CB. Am. A. Petrl, Geol,, 
17, 981~1002, 1933)C AAR) ; 
3263, HBB RICSatooen 
ン ゾ ー ル の 分 離 並 に 其 竹 質 水田 政吉 。 
AR RS SSS OR Suh kK VY ゲー ル 
を 純粋 に 分 離す る 方 法 を 研究 し, 同 法 に 
ょ り て 得 た る ベン どー の 諸 性 質 を 純 ペ ベン 
ジー を と 比較 を せり 。 RAE & REE BME he 
SUE L & HA UC ibe i OE 
RPE UNY FH RARE IC RES UG 
WR LUCUR ONY TS — Nik RK 
り 分 離せ ZLOX V KIC 純度 高く ; 諸 性 
質 は 合成 ベン ゲー ル と 全く 同一 な リ 。 筆 
者 は 分 久 法 の みた に て は 石油 揮 贅 油 調 分 に 
含有 せら る ょ ミン どー ル を 純粋 に 分 離し 
HES FBR DAME IL AT HEL 
EL HAT TX Bee VY, Cab) 
36, 1107~1116, 1933)CA A) 


See AD 


3264, 三成 分 系 CaO-FeC-3i02 
Bowen, N. L., Schairer, J, F., Posnjak, 


db 74(48) ob 


E. 

EECARO—Mrr S FeO-=SiO。 系 及び 
Fe2SiO4-CagSiO4 Rik poser Vg 三成 
分 液 相 中 に も 常に 若干 の FeoOs は 平衡 
WHR ICRA DS NH, MBC it 三成 
分 系 に あら ざる る 便宜 上 FeO に 換算 し て 
ARGEIBL & PERE Yo 本 系 に は 三 元 化合 物 
と し て CaFeSigO。Chedenbergite), 2 CaO 
FeO.2 SiO» Cironeakermanite) 及び CaFe 
SiO4 (Ca-Fe olivine) を 生 ず 。 と れ ら と 
二 元 諸 化合 物 と の 間 に 約 30 の invariant 
point あり , うち 7 は ternary invariant と 
Fo 然るに FEAR TFEY FT, BAER 
AEBi 7c Vo ARcKcis orthosilicate Py 
系 の 他 に , CaSiO;g -76%FeSiOg & Cake 
SigO8-8022 FeSiOs o ij x & FERBAR LY 
fad Vo 然るに FeSiOg (i KRHIC L 
て Fe2SiO4 と SiOg と な る 。 hedenbergite 
LARS (2 iv SAIC PS COMBE LT 
940~980°C jc #-C wollastonite BARK 
移 化 す 。 一 方 hedenbergite 自身 は 965°C 
に 於 て 同 成分 の 均 質 液 相 に 移 れ どる も, 化 
合 物 に あら ちず 。 Ric orthosilicate の 固 深 
fig (i Ca-Fe talc LC % Omit Fes 
SiO4 £ ULAR A EEE -C 59% CasSi 
Os KBS0 木 系 に 生ずる 結 品 相 に 就 て 
k% OHKBEA & We L, ia X BHT 
PRICK Y CRA LIC BMES 2 AER 
OME EW DICE Yo BRIK Cc OFRIEB 
& Y RADE 4a wollastonite, hedenber- 
gite, larnite, fayalite, melilite, bustamite 
及び johannsenite’ 0 FEM Yi CRD ICE 
て 論議 し , RICKIEO MM ICMe CBR 
at UY , CAmer. Jour. Sci. 26, 193~284, 
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1933) CHAR 
3265, 硫 津 中 に 生 ぜ し トリ デイ マイ ト 
Carsten, C. W. 

BEE IC EER DR © AEE し 例 は 稀 な る 
も , 著 者 は Skandinavia wm gapRer ice & 
認め た り 。 そ の 成分 は FeO 47%, SiOo 
35% Hehe AL, FeO:Si0O。==57t:43 な 
Y_ Bowen 及び Schairer fijperc k HIE 
fayalite と tridymite 2  d&phBkyx 1178 
C cP FeO 62%, SiOg 38% な る を 以 
て , tridymite 2 AHR O RAL L-c sath 
する を 得る な り 。 WH &RRT SICA 
122 BORA LR F441 Oth 
に , HERO 硫化 物 を 有する BFS Vo 
AREER Da IC Whe 時 し , ク リス え スト 
AFA WICEEA Te S BUR RE & 
AF WED, COMPAS LAT 7 3 LB 
FO Xs MAVEN a 1470°C 以下 に 於 て 行 は 
i UBB E Y tridymite な る は 退 な し 。 
(Centbl., A, 321~322, 1933)C 吉 木 〕 
3266, 2: SiO 
Schwiersch, H. 

Al 及 び Fe!” KR ALBEE © 2k OP 解 を 行 
O% DIBACAKIR & FEA WY aE CX RAS HF 
究 せ り 。 diaspore 並び に béhmite は 甚だ 
一 致 て る 熱 媒 動 を 示す に 反し , gothite と 
rubinglimmer は 全く 異 る と と を 知れ り 。 
limonite は géthite ょ り 低 き 分解 温 度 を 有 有 
$+, @ hydrargillite Di kIC k VERS 
bohmite を 更に 分 解せ し むる に BRAM 
下 に 於 て 作り し bohmite & FOIKARe RIC 
Fo TBIEIK & VAR O MAIC KS 
RATA Bite & We V of) bdiaspore と 
gothite, 並 に bohmite と rubinglimmer の 
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, 鉄 抄 75C49) 


屈折 窪 曲 線 は 明か に 平行 的 開 係 を 示せ を ど 
%,diaspore と bohmite, 並び に gothite と 
rubinglimmer は 互 に 異 る 。 最 後に 酸 化物 
成 生 の 機 屯 並 に 非 可逆 的 匂 移 作用 の 温度 
域 の 問題 に 就き 議論 を り 。 CChem. der 
Erde, 8, 252~315, 1933)C 吉 木 〕 

3267, Olmstead 産 フ ー ラ ー ス : ア ー ス 
の 岩石 召 前 研究 Grim, R. B. 

Illinois 州 北部 Olmstead 附近 に 産 し , OE 
床 は 始 新 系 Porters Creek 層 の 上 部 に 存 
FS AL DEYy K (k HEH IC montmorillonite, 
Ax, ABE, WRARORE ER kV 
成る 。 最 主要 な る montmorillonite は a= 
1.500, y=1.523, ©) 2V=13°+ 0 SSE 
LAL, He Ra ie (Mg, Ca) O.Al203- 
5 SiO2.5~8 120 CHS 9 MARA HE 
REX BRA £Y ATHIS EMO BEE 
montmorillonite に 一 致す る と こと を 知れ 
り oft AS tS Hh ESL OA} 10 RHIC 
COERBMRA Ley bFeEVaFAL 
に し て , 本 邦 産 所 調 酸 性 白土 赤 同 様 な 
SCL ETM) RRK BAB RE 
£ UV Ai RE IC BA LC 考察 せり 。 Econ. 
Geol,, 28°344~363, 1933)(34 7) 


ER 


3268, BBROSHERORREY 
Crookall, R. 

AnD BABRDCE RU Y,FI7VY 
Jey ¥,2vy) の 成因 に 開 し て 論じ , 
LERRT ORB IWS る 抵抗 に 及 
根源 植物 に 就 て 論じ を る も の に し て , 
その 結論 は 次 の 如 Lo ' 

1. BAD Wax te S Abela EL UT 


Fvvkb VV, DHMEbPVY, BED 
フ ャ セン 及び 極め て 少量 皆無 の ド ュ レン 
を 含む も の な り 。 

2. 特に 多量 の フ セ ン :・ レ ンズ を 含む 
石炭 種 は そ の 根源 植物 沈 積 営 時 泥炭 様 物 
質 の 素 面 , 泥 池 の 水面 と 大 差 な く , Bs 
Sub-aerial の 腐敗 を 受け た る 詩 査 な り 。 

3. 或 る 場合 に は 石炭 中 た ド ュ レン の 
僅少 な る 事 と 石炭 層 直 上 の 岩石 層 の 柄物 
化石 中 に Lycopod fi Dir BR LE 
Fo 

4. NSA OMB BABY RD 
OPUSCRM ち デ ュ レ ン に 逐 しく , クラ レン 
及び フ セ ン に 富める 事 に も 依る も の あれ 
EK HR te SAT IY — b ORB 
2 SH 7 V. 

5. ADO EE AY Ud A BR 
OVP O WIRE & a L, 地形 
DARE IL HEN, © BE AENKHE & WE Bee S 
開 係 あ る り 。 (Fuel, 12, 276~279, 1933) 
Cie 53 
3269, 石炭 油 化 の 研究 < その 一 ) 油 化 療 瓦 
MAVYURROBM 竹中 冥 。 

Fett Ic AC BRAS & BL KR 
メタ ン な り 。 RIE COX # vy RICK 
AREER LOKRE AMS BBEL 
研究 せる 結果 に し て , WO RICKI S 
ASFA M8 2 BEABHE IC LC Be LEW ABWEIC & 
2PM E DHL TD VR BAYS 
= 7 Ay We FARE AS EGY IBE I< WSC JSR SH JRE 
de (CB Lime CAA is SHE ~~ HO 
% Oil BOLE HET WI Vo HIER 
1 HERE IK CHEAT SPT BY CHP 
研究 所 報告 , 15, 1~39, wBén 8 Ae DCH SLD 
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3270, Linburg( ホ ー ラ ンド ) 炭 の 特性 
Pieters, H. A. J., Koopmans, H. 

Linburg 炭 は 同一 根 原 の 種々 の Rank の 
RAGE AST Mi FMB AA18% & Y 32 
CH VILE RCO Rank の 石炭 を 有 
3 Bc Rank £ PEMA: OFF FE 
する に 最も ゃ 適切 な る 資料 な り と 稀 す べし 

著者 は こと の Limburg の 異な れる に Rarnk 
に 属す 石炭 より 灰分 少 《 ビ ト レン に 富 め 
る 14 OME SOM BD, RA ( 元 
素 分 析 結 果 う WAC EK UTRE D BARGE 
を 測定 LAO Hi im ICSE LIEV g 

Rank OIC HB Dd wD LMR I< 
W LIRA MIE LC 上 昇 す 。 REM 
BEAK RR LER BE FF 2 BE AE SARE (LAF PRO YR 
度 に 於 て 最大 量 を 示 し , © OULBE ett 
度 と 共に た 上 昇 す 。 (Fuel, 12, 280~281, 
1933)C 観 見 〕 

3271, 洗 結 割 を 使用 せ さ る 燃 炭 に 就 て 
松波 秀 利 , PIERO 

Hite 8 & EAS FOS A be & BS 
る 目的 に て な され た る 研究 な り 。 こ と の 目 
的 に 行 は る ゝ 方 法 は 乾式 法 及 び 漫 式 法 に 
て , 更 に 之 を HANA E & AEE 
KROL. AAS GCE IK 
就 て 本 者 に 於 け る 代表 的 炭 13 種 を 選び 
HES RHA & FTO, 次 で KA HE 
a BKK MARGERY, 此 種 の 石炭 に 
て る も BEA 00 RFOMPIC kV BR 
SWURO Eb SENRBRMDE VG 
CRABS, 132, 1107~1112, #8, 8 44) C#B EL) 
3272, BRC PEALE RORBRMEA 
ROtOBERIHEOMR 玉 竹 泉 。 

YO FL BURR be HHP fe k UIRDL 3 Abe 
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IC BEC RAGSEIC kU Re FO AE 
と の 開 係 を 研究 せる も ゃ も の な り リ 。 ぐ その 結論 
に ょ れ ば ;, 木 炭田 に 於 け る 各 談 層 中 Spore- 
exine の 多量 を 含む 東 泉 頭 層 炭 を 除け ば 
殆 ん ど 弧 て の 炭 は フ セ モ セン ・ キ シリ レン , キ シ 
ロビ トレ ン 及 び ビ トレ ン の band 或 は 
lenticle の 多量 を 含み , ZONK 
至 破 壊さ ミ れ た る 多 シ 敷 の 細胞 組織 を 見 る 事 
BES Lo TH UC HMTEICE 3 APRS 
一 般 に か 《 く の 如 てく 主として 樹木 及び 樹木 
より な れる 物質 を 根 原 と する も の な り 。o 
ILO Rit Jeferey の 主張 と 一 致す 。 
Cpait A, 12, 413~423, 1933 う C 鶴 見 〕 
3273, (Gasgehalt) 瓦 新 含有 量 の 字義 
Fischer, F., Peters, K. 

Gasgehalt #¢ ZsH(t PEI BM LE LUCE 
有 さ る い 物 質 の 量 を 意味 する も ゃ も の な れ ど 
4% Abe ORLA ORRICK RO } BUTE AE 
HCY し 謀 用 せり 。 8 

BALM OM SAE = ( SBCA 
の Gasgehalt ERE UCHR 


有 さ る 物質 量 を 表 は す 場合 に は Fou 


gasgehalt と 稀 す べき 事 を 提 品 せり 。 
MEME BI IC Grubengasgehalt な る 語 
用 ひら る れ ど る Grubengas (54h bx 2 
ン を 意味 する も の な れ ば 之 叉 さく さき な 
y 。 CBrennstoff-Chem, 14, 333~334, 
1933 う (鶴見 〕 
3274, BRILKSE YF YREORS 
Bunte, K., Bruckner, H., Simpson,H. G, 
Hib: D iP lip & RM FS % Ole lling- 
worth の C/H 80 Wah PRHILS Vo HL 
CHRIAB RAK LUCtOHBE BS 
MEK CRASBLGA Le PHD O 
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Me DIK VE V FY ORR 2H 
ROR EH & WHO TE IK HC UWE L 
炭素 比 及 び 之 赤 年 齢 と 開 係 を 有 有 すべ き 揮 
誤 分 並 に ピリ デン に 可 浴 性 物質 と の 開 係 
EK, COMR ic LHe, ピリ デポ デ 
ン 蒸 舞 に 習 す る 石炭 の 最大 吸着 量 は C/I 
& Ber S BA(ACCurvilinear) eA LAO 
CVF y WYSE he Ld OBA KRIc & 
り た り 。 uel, 12, 268~270, 1933) 
Cie SL 


3275, ISO 8B- 舞 中 に 於 ける <- 粗 の 入出 
Straumanis M, Weerts, J. 
LARC INS 2 ARO B- 型 か ら 
立方 面 心 型 に 結 品 する o-H OR OW Ke 
ER D BL — #5 ih & A UC X Be 
鏡 的 に 研究 せり 。 銅 の 59~602 を 含む 約 
5mm の 直接 を 有する PiKGRO BE He 
URE EKER LD CHEV, BE 
BRhe せしめ た る に その 表面 に は PECH 
AUIE し き 小 線 條 を な し て o-tHOREA す 
SEHEV, ZEMV CHIME AE 
LAS ICPBAMRE tert S ofH kV OIL HF 
を 認め 殊 に (111) 及 (200 う の 周 園 に 密集 せ 
る を 知れ り 。. 適 営 の 方 向 を 有する 結 品 を 
Fe $4 % SER Lc 830°C に 15 分 間 赤 熱さ 
ICHIK KA SE SHIFTED K: 3 


ADO Lave HEMET EY 9 COHN 


PEPE? LY CHAE & iv SICH 
に 90° DEERE C—H ICR E SI る ラ 
YB eI. ZLEOLMORMAL 


& PH 77C51} 


VAT Sic, B- 相 の 最も BIC TO 存在 
する 6 個 の (110) 面 中 の 一 つが g&- 相 の 
CLD CR & FIC AF OLAS Z) 10 BE 
化し は 相 中 の 最も 蜜 な る 格子 線 【111) は ~ 
HY EBM ST SC Lee fo C110) 
軸 の 一 つと な る と と を 知る 。 HO ME 
に は 24 の 異 れ る も ゃ も の あり 。 BLMPRS 
結 品 410? を に 長 時 間 熱 入 そ ば 急 准 せ 度 も 
の と 同様 な 方 位 を と れる BHT 340 
き X Hig HEMT 9 RRO BHI BMES 
SHI < OTH OMBBYLT SOA, VY 
LO PBR He hy FS kV Sc 
逆 的 に し て 熱 虚 理 の 方 法 に は 開 そ ざる る ゃ 
DAML 更に 反射 題 微 鏡 的 春 察 に ょ る 
と 之 等 の 結 品 組織 及び 低温 焼鈍 し の 際 の 
析出 現象 を 取扱 へ り 。 CZ. Physik, 78, 
1~16, 1932) 5h) 

3276, 硝酸 アム モニ ウム の 屈 株 率 
Hendricks, S. B, Deming, W. E, 
Jefferson, M. E. 

HIRT 2 == 7 DORE] 5 種 の 低 礎 
WMO% Ow)RPReS UW Le SHR, 
Hint k VY Bragg OBI HOC ate 
xt BPA & LAR LU CROM & BE KV 
He Vo 4hi@ BMT OF DAY 
RRA, ZEW RE OVCOKELE 
り と 考 ふ る 時 は , 殆 ん ど 同 一 の 億 と な る 。 
MILE 4D YO S KM ARE ate 
S4DARRIK CHES EL ODL—-KT 
HERD > OS Fi iROLD, TO 
mole refractivity (i 485% OFKE © Hi 
に て 同一 な り 。 CZ X. 85, 143~155, 
1933 う (渡邊 新 

3277, BF ¢ FS BBB 


fh} 782) yp 


Prins, J. A. 


mn Zhi Cewek Oly KY Y | 


Hiv. URIS FAK kU CAEL OS 


れ に 30~60 KVic CHE LOK SETH | 


LIEN LCE OM RE AE LD SI 


Au, Ag, Al #0 gn Hit HHO MAE | 


に 見 る 如き 完全 な る BRM, cHE 
使 属 の 結 品 が 傘 《 不 規則 に 成長 せる と と 
を 知れ り 。Sb, Cd, Zn, Bi FORA 
Cla < OPPMR Ic HEAL FEHR’ SY OU 
AeA tt b BARB AE B~, その RBI 


LACH HS SB Olt EAB TS 


INS BIE GEV ME ZROMMIKK 
TAT OLAS < OM HA UT, 
その 軸 の ふれ は Sb に て 最小 , Bi に て 最大 
な りき 。 —2 OSB O% CME RL 
( Hh~% WY, CZ. Krirt., 86, 301~302, 
1933) CES) 


會 報 及 雑 報 


最近 三 ケ 年 間 の 選 界 の 金 産 BIR 
事務 調査 に よれ ば , 其 近 三 ヶ 年 間 に 於 は 
る 世界 の SEMIIRO ML CHHr 1000 
kg) 

即ち 最近 3A Bic, 1S OU be eh 
L, 就 中 , EKRORKREWIC RG 2 HE 
Slo CH—-FkKASBOMBRK ESN 
きも, 一 才 に は ヵ チ ダ , BONPGRS kc wo 
SRB Row IC kSE~L, GEER) 


Bk 
1930 | 1931 
» ee pe a5) 365 | 837 
北ア メリ カ TSE ELST 
中 央 アメ リカ Toit tet earns 
|| wr 2 Uw LZ. PN cwwcac 
Ye ジ ヤ 38 39 41 
ョ ーー Ww ツラ ラペ CO 
xk # OW 19 23 29 
倫 ei 603 | 638 | 684 


(本 素 中 た に は ョ シャ を 含ま ず ) 
電 近 三 ケ 年 間 の 世界 の 銀 産 前 項 同様 - 
の 世界 銀 産 次 の 加 し 。 CH fir 1000 kg) 


1930 | 1931 | 1932 
PEP Mle 5s) 73 68 | ceress 
北ア メリ ヵ » 12,306 |1599 11,310 
中 央 アメ リカ a ot el acres, econ 
wr ez» 732 Bd. | ccodise: 
ee RSE 466 | 422 | 422 
Z2— V7 Yr 400 SSO eee 
kK 洋 Wi | 83l | 226 | -.---- 


WESL LEK, RKO 産 を 減じ 
て ゐる の は , 志 と し て 銀 信 の 低落 に ょ ら 
5。 (QR) 

BASMUBART LILA +H 
BRAT, "PAIR IC ko SENRG 
nv Se PRCnagyagite) 2 し て 報告 そ て ちら れ た る 
4D L— SL MO BRA Ic CRAM E 
{I~ SK, RACEMBRE KV, PER 
=F, Xt OMB GHB & M3. 3d, 
BEER SS D AB & AEH, こと れ 或 は 天然 テ 
WU NGRICFES © LMD ES, CEE) 


HAL HS BLA EEE ES Fi DD BCE PN 
FAS DS 


AVE B IE E 


第 +t € 


BS 一 5 RBRVS + A) 
ES 六 he BAAN TCA ) 


#2 8 ed 
RSF RSC 

FS ESI A'P © Hi (6 BE FE ORB mi 津 Oh 
ディ ャ ヤ ャ スポール の 結 Abe CO raisin s/o siniiy sisveles(wais(osiy 高 bits TR 利 
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